
コンサドーレ札幌
サポーターズ集会
２０１０

と き ２０１０年２月１１日（木） １２：００～ 17:50

ところ 札幌コンベンションセンター「ＳＯＲＡ」

１０７＋１０８連結会議室



＜開催概要＞

日 時：２０１０年２月１１日（木）祝日 １２：００～１７：５０（１１：３０開場、１８：００閉会）

場 所：札幌コンベンションセンター「ＳＯＲＡ」１０７＋１０８連結会議室

（札幌市白石区東札幌６条１丁目１－１）

参加者数：のべ ２１０名

来 賓：ＨＦＣ代表取締役社長 矢萩 竹美 様

同 専務取締役 岡田 俊介 様

同 常務取締役 渡辺 能夫昭 様

同 強化部部長 三上 大勝 様

報 道：例年通りの報道各社に連絡

主 催：「コンサドーレ札幌サポーターズ集会２０１０」運営有志

（齋藤孝、本間英忠、千葉一博、中川雅裕、平松一弘）

運営協力：＜会場係＞

平松一弘、久保雅計、松本明美、渡辺恵子

＜記録係＞

後藤泰子、鎌田貴子、熊野亜希、

＜受付係＞

千葉一博、高森しずか、本間陽子、松村眞由美、齋藤恭子、

＜進行＞

本間英忠、中川雅裕、

司会進行：齋藤孝

内 容：別紙議事録（要約）、プログラム参照

費 用：サポーターズ集会２００９入出金報告参照
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【コンサドーレ札幌 サポーターズ集会２０１０ 公式議事録】

齊藤（以下司会）：お時間でございますので、一旦後ろを閉めてください。それではサポータ

ーズ集会２０１０を開催させて頂きます。例年、同じ様な形でやらせて頂いて、毎回沢山

の方にお集まり頂いて、本当にありがとうございます。今年の内容につきましてちょっと

お断りをさせて頂きます。ネット上の色々な技術も進歩しておりますので、例年会場内

でＰＣを使って、ネット配信で議こと録の速報をお出しの方もいらっしゃるかと思います。

ツィッターをご利用で配信という方も今年はいらっしゃるのかなと思います。株主総会前

の非常にデリケートな話題を、ＨＦＣ役員の方が、一部数字などを交えてお話し頂く部

分もございます。ご発言者の方はオフレコまたはここだけでというような形でお断りをし

て、ご発言頂いたものに関しましては、ツィッター等で配信されます方はそこから以降

の内容に関しまして配信をご遠慮頂きたいと思います。正式な株主総会前に数字等が

若干でもサポーターズ集会に先に漏れることを、スポンサーなども嫌がる方もいらっし

ゃると思いますので、発言者の方がオフレコで、またはここから後の内容はこの場だけ

のことにしてくださいという様なご発言をされた後の文章に関しましては、ネット配信は

ご遠慮頂きたい。その辺が守られなくなりますと本当に通り一遍の、ここに足を運ばれ

た方しか聞き得ない情報というのがなくなっちゃいますので。折角遠路遥々、この中に

は淡路島からこの日のために来ていらっしゃる方もいらっしゃいます。ここに来たが故

に手に入れられた情報というのもお持ち帰り頂きたいと思いますので、配信される方は

くれぐれもご注意頂きたいと思います。またご発言者の方もその辺を識別して頂いてご

発言をお願いいたします。それと、プログラムにも書かれておりますけども、本来ですと

社長のお話の後に会社の運営に関するお話を優先すべき所なんですが、１３時以降、

三上強化部長が別の会合のご予定が入っております。その関係で順を逆にいたしまし

て三上強化部長のお話を先にプログラムを組ませて頂きました。ご了解頂きたいと思い

ます。今年もまた我々のメンバーをご紹介させて頂きます。まず今腕章しておりますメン

バー、会場係として平松さん（会場拍手）、松本明美さん（会場拍手）、渡辺恵子さん

（会場拍手）、記録係として後藤さん（会場拍手）、鎌田さん（会場拍手）、熊野さん（会

場拍手）、受付の千葉さん（会場拍手）、高森さん（会場拍手）、松村さん（会場拍手）、

齊藤さん（会場拍手）、本間陽子さんいらっしゃいますか？ 本間さん（会場拍手）、音

声の中川さん（会場拍手）、それと本間さん（会場拍手）、私齊藤でございます（会場拍

手）。今日会場にはお仕ことの関係で来られなかったその他７名位のスタッフがいらっ

しゃいますが、プログラムを作ったり、色々なことでお手伝いを頂戴しております。それ

では早速始めさせて頂きます。まず株式会社北海道フットボールクラブの代表取締役

社長、矢萩社長よりご挨拶を頂戴したいと思います。宜しくお願いいたします。
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矢萩社長（以下矢萩）：こんにちは。いよいよシーズン開幕までひと月切りまして、今日は折

角のお休みの所、このように沢山のサポーターの皆さんにお集まり頂いたことを、先ず

感謝申し上げます。それから今年もこういう機会をクラブに与えて頂いて、今回の集会

開催に当たって大変御苦労頂きましたサポーター有志の方々にも心から御礼を申し上

げたいと思います。司会の齋藤さんからもありました様に、最初に三上強化部長からチ

ーム関連のお話をさせて頂いて質疑応答を。その後時間を頂いて、昨年の総括と今年

の展望と経営全般に関わるお話を、私から皆さんに申し上げたいと思っております。昨

年はＪ２に落ちて一年目の年、皆さんご承知の通りＪ１とＪ２の入替戦が無くなったと。Ｊ２

は３位まで自動昇格で、当然のことながら前年Ｊ１で戦って来たということの経験値を総

合的に勘案しまして、やはりＪ２に落ちた昨年がＪ１昇格の最大のチャンスということで、

クラブとしては予算面でも。詳しくは後程ご説明いたしますが、昨年Ｊ１昇格を目指して

色々な活動をさせて頂きました。残念ながら、そして申し訳ないことに結果としては６位

に終わり、一番可能性が高かった昨年をやや不本意な成績で終わることになった。そ

のことと合わせて動員面で計画を大幅に下回るような結果に終わってしまったということ

がありまして、サポーターの皆さんに対しては、非常に不本意な一年を強いる形になっ

たということに対して、まずはお詫びを申し上げたいと思います。但し昨年まで頂いた

色々なご指摘、それから昨年のサポーターズ集会でも頂いたご指摘につきましては、ク

ラブとしては新しい経営計画を作る中で具体的にかなりの部分、改善もしくは新しい企

画で、皆さんのご期待に答えられるような施策は行って来たつもりです。ただ、なかなか

一年で全て完結する訳ではございませんので、是非今日も皆さんから色々なご指摘を

頂きながら、色々積み重ねてきた実績を基に一段と完成度の高いクラブ作りを目指して

行きたいと思います。後程詳しく、色々ご説明いたします。まずは、皆さんのご参加に

心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。（会場拍手）

司会：ありがとうございます。それでは早速ですが皆さんが一番聞きたいチームの状況を、

ちょっと焦げている三上部長から。焼けていると言うよりも焦げているに近いと思います

が、お話をお願いいたします。

三上強化部長（以下三上）：こんにちは。改めまして、強化部の三上です。９７年以降、この

ような形でクラブと対応できる様な場所を設けて頂き、また僕の様な人間にもお話させ

て頂ける時間を頂きましてありがとうございます。２００７年度だったと思うんですけれど

も、このサポーターズ集会に初めて出させて頂きまして、それ以降キャンプ等でスケジ

ュールが合わなくて今年度まで出席することが出来なかった。当時こういう形で皆さんと

直接対話出来る機会がそう無いもんですから、個人的にはより詳しくお話をして少しで

もチーム状況を分かって頂ければという思いでその場に立たさしてもらったんですが、

僕の方が勝手にしゃべりすぎまして。反省点として終わった後に思ったことが、話しす
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ぎたために主催者の齋藤さん始め皆さんに、その後のタイムスケジュールでご迷惑を

お掛けしたなと。もう１点は、僕自身も皆さんの質疑応答もしくは意見を聞きたかったな

と思ってたんですけど、僕が話し過ぎたがために質疑応答の時間が非常に短くなって

しまって申し訳なかったなと。そんなことを二つ、大きな反省として当時考えていまし

た。昨日無ことチームはグアムキャンプが終わって帰ってきましたが、出発前に今年度

も１１日にサポーターズ集会があるということをお聞きしまして、それであれば１１日に帰

国するんで出してくれと。だけど申し訳ないが２時から別なミーティングがあるんで先に

話させてくれないかという非常に我儘なことを申し上げまして、ご理解頂いた主催者の

方はじめ皆さんにお礼申し上げたいと思います。本年度のチーム体制、強化コンセプト

を聞きたいとお話がありましたので選手に契約交渉等で話したこと、そしてどういう思い

でチームを作り、グアムキャンプで今どうなっているかという話を簡単にさせて頂きなが

ら、なるべく質疑応答の時間も取れればと思っています。先程主催者の方からもあった

様に、ここでしか聞けないという様なことでも全然構いませんので、是非話して頂けれ

ばと思っております。まず昨年、先程社長からお話があった様に、Ｊ２リーグで残念なが

ら６位という成績で終わってしまって、率直に思ったことはまず自分自身の力の無さ。そ

ういったことを踏まえてチームのことを考えた時に、やはり攻撃においてはシュートを打

つこと、守備においてはボールを奪うことをテーマに、昨年チームとして取り組んで来ま

した。これがどれだけ体現出来たんだろうかと考えた時に６割程度だったなというのが、

まず率直な思い。攻撃的なところで言うと、得点はある程度チームが目標としていた得

点数に、シーズン終了後近づけることは出来ました。ただ、キリノがそこそこの得点を重

ねたものの次の得点者が出て来なかったという所は大きな課題だろうと。また、クロス、

セットプレーはＪ２の中でも非常に多い数値が出てるんですが、それをシュートに繋げら

れなかった、もしくはゴールに入れられなかった。守備におきましては失点数。これは

目標を置いていたものよりかなり大幅に増えまして。これには様々な原因があるんです

が、まずこの失点数というのが非常に多かった。また先程挙げましたボールを奪うという

ことに関してなかなか出来ず、どうしてもゴールを守ってしまう。サッカーというのはゴー

ルの奪い合いですので、本能的にゴールを守ることは大切ですが、私達は今ボールを

奪うということをまず考えてやっている中で体現出来た選手、体現出来た試合が非常に

少なかったのかなと。そういう様な反省点を考えていました。そうは言っても今年度こそ

Ｊ１昇格を達成しなければいけない。皆さんも御存知の様に報道等で既にされておりま

したけども財政的に非常に厳しい状況でこの目標を達成しなければいけない、そう思っ

ていました。現実的に財政状況は非常に厳しいものではあるんですが、これに関しては

僕も含め選手みんなの結果がこのようになったということで受け止めなければいけない

と思っていますし、逆に言うと自分たちの力でもう一度より良い環境を掴むこと、もっと

皆さんに喜んで頂けること、そういったことは自分達の手で出来る可能性はあると僕は

思っておりましたので、契約交渉の選手には一人一人同じ話をさせて頂きました。この
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非常に厳しい中でも僕を含めた強化部そしてクラブ全体でどうしても捨てることが出来

なかったのは、Ｊ１昇格を目指すに値するチームを作るということ。もう一つは５段階計

画をここまでやってきて、やはりそれを継続的に行う。この２点はどういう財政状況であ

れ、私共としては捨てることの出来ないものだと改めてクラブ内で議論させて頂きまし

た。この厳しい財政状況の中でどの様にＪ１昇格チームを作っていくのかということで、

その思いを選手にそれぞれ話をしていったのですが、全ての選手に対してやるために

は相当覚悟が必要だということ。一番目にやらなければいけないことは僕たちスタッフ、

選手含めたサラリーのカット。それでも難しいと思っていましたので少数精鋭と。ある程

度厳しい決断をせざるを得ない。要するに、本当であればもう一年一緒に仕ことをした

いと思える選手に対して厳しい決断をしてでも少数精鋭でやり切るしかないと。これが

二つ目でした。三つ目は変動報酬。プロのＪリーガーと言われる選手は基本報酬と変動

報酬と大きく二つに分かれているんですけども、その変動報酬と言われるものについて

もカットせざるを得ないと。出来るのであればこの三つで、昨年からの財政的な厳しい

状況の中でもＪ１昇格に値するチームを作れればという思いがあった。それでも足りなか

った場合には四番目として、Ｊ１等から評価されている選手のことを考え、またクラブの

財政状況等も垣間見て、お互いが良かれと思う方向で行うことと考えていました。今お

話した様に１から４までをプライオリティーつけまして、それぞれ予算計画を立てて選手

交渉に当たった訳ですが、結果的には残念ながら４まで使い切らなければ今シーズン

のチームを作ることが出来なかったという状況であります。この話は全選手に契約交渉

時にお話をさせてもらって、全スタッフ全選手、共通理解をしてもらった中でこの赤黒の

ユニホームを着てＪ１昇格を達成したいと言ってくれた選手２５名そしてスタッフが今この

チームでやっております。次に、じゃあその２５名体制の中でどういうコンセプトでやっ

ていくか。やはり、成長した選手もしくはチームに貢献してくれた選手をベースとした

い。そのベースを生かしつつ先程申し上げた反省点である得点、失点、またチームとし

てはメンタルの強化そしてゲームをコントロールする力。こういったものが昨年課題とし

て残ったと思っております。これらのものを埋めるべく補強を行うことがまず大切ではな

いかと考えました。攻撃的な部分で言いますと、昨シーズンキリノという選手がある程度

の数字を残しましたが、まだまだ彼も成長して頂かなければ困るんですが、第２第３の

得点者がなかなか出て来ませんでした。Ｊ１へ昇格した仙台、セレッソ、湘南それぞれの

チームを見ても、３名程度の２ケタ得点に近い得点者がいます。要するに複数のスコア

ラーがいるということは、それだけでそのチームの大きな強みになると。それに対し昨年

のコンサドーレはどうだったのかと言うと、キリノ一人がある程度気を吐いたものの２人

目３人目がなかなか出て来なかったと。そこの解消をしたいということで近藤君であり内

村君でありと、ここ数年勝手ながらに見させて頂き、自分達のサッカーに合うな、今足り

ないものを埋め合わしてくれるなと思った２名にお声掛けをさせて頂いて、加入頂ける

ことになった。同時に守備中盤、ディフェンスラインは失点がまあ多かったと。昨年のこ
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の課題解消をするには色々な要因があります。一つは、もうメンタルが弱いがために失

点を招いてしまった。皆さんに何度残念な思いをさせてしまったことか。昨年は終了間

際での失点で勝ち試合を引き分けもしくは負けてしまった。そういった所を補強という形

で出すためにメンタルで強い選手、そして中盤や最終ラインでゲームをコントロールす

ると言うことを体現できる選手が必要であると。そこで李漢宰選手とＦＣ東京から藤山君

に入って頂き、昨年度の課題である部分を逆に強みにすべく、補強をしてきました。最

後にそれらを全て兼ね備え、チームの大きな刺激になるであろうとゴンさんにも声を掛

けさせて頂き、クラブとしては非常にありがたいことに皆さんの力もあって、ゴンさんにも

加入して頂くことになった。チームコンセプトを決め、昨年までのチームをベースに足り

なかったものを今シーズンの補強という形で表わさせて頂きました。グアムキャンプが始

まって一番最初にチームミーティングをしたんですけども、まず今シーズンの目標勝ち

点７５と全選手に伝えました。これは決して簡単な数字だとは思ってないんですが、自

分達の目標であるＪ１昇格そしてその先のＪ１で安定した戦いをすることを考えた場合

に、どうしても勝ち点７５はハードルになると。そのハードルを越えなければ次のステッ

プには進めないんではないかと思っております。例年のＪ２リーグの傾向を見た中で考

えますと非常に難しいんですが、皆さんも御存知の様にゲーム数がかなり減った中で

やります。Ｊ１はここ数年ずっと３４ゲームで行われている。Ｊ２でどういう勝ち点になるか

っていう傾向は実はデータではそんなに無いですから、今までのＪ１の３４ゲームで上位

３チームがどういう勝ち点であったのか。昨シーズンＪ２は５１節ありましたけども、３６ゲ

ームでの当時の上位３チームの勝ち点はどうだったのか。そういったことを監督、コー

チ、スタッフと色々相談しながら、この勝ち点７５を目標設定としました。選手も勝ち点７

５という具体的な数字に向かって、自分達がやらなければいけないことをそれぞれ考

え、行う。昨シーズンは「戦う」ということをテーマにしながらチーム戦術の部分で言うと

攻撃においてはシュートを打つこと、守備においてはボールを奪うこと、そういうことを

考えた訳ですが、今シーズンは「正確に」「強く」「タフに」そして「戦う」ということを全選

手に話をさせて頂きました。これを実施するには、今まで以上のハードなトレーニング

そして戦術的な理解が必要であると。今回、先日まで行っていたグアムキャンプに関し

ましては、まずはフィジカルの向上、第２に個人戦術の向上、第３にグループ戦術の向

上。この３つを始まる前に全選手に話をし、それを目的に日々トレーニング。グアムキャ

ンプの３週間をやって行くということで、お互い共通の理解を持った中で実施させて頂

きました。フィジカルに関しましては、昨年のものがベースにあったお蔭でかなり、昨年

度以上の厳しいグアムキャンプをこなすことが出来ました。一方個人戦術グループ戦術

についてなんですけど、これは僕の見てきた感想から言うと個人戦術の方は非常に上

がって来ているなと。ただ、グループ戦術については僕らが当初考えていた程。厳しい

ことをいうと、そこまでちょっと達することが出来なかったなと。原因としては、皆さんも御

存知の様に例えば漢宰選手がグアムキャンプに帯同出来なかった。後は数名のケガ人
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がいた。そういった状況の中で、当初予定していたグループ戦術までの浸透を行うこと

が出来なかったという反省はあるんですが、トータル的には今までお話してきた「戦う」

そして「正確に」「強く」「タフに」、その上でシュートを打つこと、ボールを奪うことを体現

できる基礎は出来て来たのかなとグアムキャンプを終えて思っております。で、日々トレ

ーニングしていった中で、トレーニングゲームも２試合程ですけどやって来ました。残念

なことに２連敗。１試合目が大宮さんとさせて頂きまして、システムは４－４－２。昨シー

ズン、４－２－３－１もしくは４－１－４－１というのを基本ベースとしたシステムで戦って

来たんですけども、これは今お話した守備についてボールを奪うということを体現しや

すいシステム。今シーズン複数の得点者を作る、引き続きボールを奪う、シュートを打

つことを考えた場合に４－４－２がベースに成り得るんではないかと。開幕までまだ３週

間ありますので、最終的にどのような形になるかはまた別な話なのですが、監督、コー

チ、スタッフと話し合った中で現状４－４－２というものをベースにやって行こうと。残念

ながら１対２で敗戦してしまったんですけども、大宮戦に関しては攻守の切り替えを早く

する、その１つのテーマだけをやっていました。実はその前日まで９割５分フィジカル練

習しかやっていませんで、ボールを使ったトレーニングをほとんどしていない中でのゲ

ーム。そのフィジカルをどこまで上げてこれたのかを自分達で確認するためにも攻守の

切り替えを早くしようと。そのただ１点だけをチームのその時の目標としてやって来まし

た。攻守の切り替えは非常に早く、それが原因なのか考えていたよりも非常に良いゲー

ム内容。大宮さん相手にほぼボールを支配しながらゲームをコントロールし、相手に常

に脅威を与えていた。ただ残念ながら、攻守の切り替えだけをテーマにし内容は大きく

問わないというゲームであったものの結果的に２失点してしまって。１失点目が相手コ

ーナーキックからのセットプレー、そして２失点目はまた終了間際ということで、その時

点ではまさしく昨年までの課題がそのまま出て来てしまったのかなと。やはりこれを改善

することが必要だということを改めて感じることが出来たゲームでした。選手個人に関し

ましては、新加入だった近藤、内村、藤山は相手にとって非常に脅威な選手だったの

かなと思っております。特に前線の近藤、内村は考えていたよりも２人でのコンビネーシ

ョンで大宮さんの最終ラインを混乱させていましたし、うちの得点はＰＫだったんですけ

ども、向こうは反則で止めるしかないくらいの内容。そういった部分で言うと、前線の彼

らが昨シーズンの課題であった複数のスコアラーを作るという部分で非常に期待通りや

って頂けるんじゃないかと感想を持った。そして最終ラインは右サイドバック、後半から

はセンターバックで藤山選手が出たんですが、ボールを奪うということを体現してくれ非

常に心強く思いました。昨年来の選手の中では岩沼が攻守に非常に安定したプレーを

してまして、昨年終盤自らチャンスを掴み、その中で得たものを間違い無くキャンプで

具体化し、さらなる成長に繋げているなという風に感じました。大宮戦を終えまして、選

手の中でも自分達が今までやって来たフィジカルトレーニング、かなりきついもんでした

けども間違ってなかったんだなということを認識しながら次の段階の個人戦術そしてグ



- 7 -

ル―プ戦術に入って行こうと。次のトレーニングゲーム柏戦まで約一週間程度ありまし

たので、次なるステップに行こうと改めてミーティングをしていきました。攻守２つに分け

てあるんですが、昨年の反省点からも踏まえまずは守備から。守備における個人戦術

及びグループ戦術を柏戦の一週間前から取り組んだという形です。柏とのトレーニング

ゲームも結果的には０対２。完敗と言っていい程現時点での力の差を見せ付けられた

ゲームでした。戦前から他のＪ２チームの動向を見てまして、やはり個人的な能力だけ

で言ったら間違いなく柏さんなのかなと。総合的には甲府そして千葉、そういったチー

ムは間違いなく大きなライバルとなるだろうという風に思ってました。その中で柏さんと

対戦することが出来ましたので想像通りもしくは想像以上というのが率直な感想です。

ちなみに柏はうちにも所属していたアウセルと新加入のレアンドロ・ドミンゲスという攻撃

的な選手がいるんですが、この２選手が怪我のため試合には出てませんでした。しかし

向こうの監督も明言してましたけども現時点でのベストメンバーだったと。うちはまだ戦

術が進んでないということもあってＡチームＢチームでは無く均等に分けてやった。けれ

ども冒頭でお話した様に現時点での力の差は非常に感じたゲームでした。大宮戦の時

に出来ていた攻守の切り替えを表わす場も無いくらい、常に柏さんにペースを握られて

いまして、特に前半は守備一辺倒という状況でした。そんな中でも近藤と岩沼は相手に

とって嫌な存在で心強いなと思いました。内村はかなりコンディションが悪く、数日前に

足首を捻挫してたこともあってあまり良くなかったんですけども、個人的に嬉しかったの

はやはり岩沼。非常に心強く思って見ていました。チームは試合後、シーズン中連敗し

たのかと思うくらい重い雰囲気になりました。その位ショックの大きかったものだったん

ですけども、僕も含めたスタッフ選手みんながそのような感じになっていました。ただ一

人、石さんだけは全然気にしてないそぶりだったんですけども。（会場笑い）正直ほんと

その位厳しい現実を見さして頂いて、その後の夕食会場でもこれキャンプ？っていう位

シーンとした中で考えて。キャンプ中、僕は選手とグランドでコミュニケーション取ると同

時にちょこちょこトレーナールームに顔を出すんですね。選手のはけ口の場と言います

かストレスを発散する場でもある。ずっといると誰も話さないんで、ちょこちょこ行くと話し

てる途中のことが耳に入る。柏戦後、顔出したら皆黙々と治療やマッサージを受けてる

という様な状況でした。このままではいけない訳で、まずスタッフ間で早速その晩に柏

のゲームをビデオで見て色んなディスカッションをし、翌日すぐに選手に映像を通して

自分達が出来たものと出来なかったものを更に整理をして説明し、残りのグアムキャン

プ期間を有意にやって行こうという話をしました。ただ先程言ったように石さんだけは全

然気にする素振りも無い。監督だけ映像を見ていましたが、実は僕らは内緒で監督が

見る前にＤＶＤ録画しといて、監督が見ている間にコーチ陣と一緒に見ていた。監督と

コーチ陣と僕らで更にディスカッションして、チームミーティングに反映させるというやり

方を取ってるんですけども、僕らはどうする、あーする、こーすると、色々ディスカッショ

ンしていた。次の日の朝、こう思うと僕は強化の立場で、コーチはコーチの立場でそれ
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ぞれ意見してたんですけども、石さんは僕らが四つ五つ言うことも「まあ結局はこれやろ

う、そっちはこれやろう」と二言位で解決されまして。石さんと一緒にいるといい意味で

非常にポジティブに。ただポジティブになるだけじゃ意味無いんですけども、ポジティブ

になった上で具体的な解決策、今後チームがやらなければいけないことを同時に明確

に表わしてくれた。その時、監督の存在を大きく感じました。ミーティングで選手の気持

ちも少しすっきりした。もう一つタイミングのいいことに次の日位から、部分合流であった

んですけどゴンさんがチーム練習に出て来た。御存知の様にああいうキャラクターです

ので、チームに貢献する部分は非常に高い。そういったゴンさんの力もあって、一時シ

ーズン中でも無い位落ち込んだチームの雰囲気をキャンプ初日位に戻すことが出来ま

した。全治３ヶ月と診断されているんですが吉弘君の新たな怪我があり、また漢宰選手

も出来ればグアムキャンプ中にでも帯同出来ればという思いでいたんですけども最後ま

で出来なかった。ですが、総合的にそれぞれのコンセプト等をやり、最低限やらなけれ

ばいけない戦術部分までグアムキャンプでやることが出来ました。最初にお話した様

に、当初目標であったグループ戦術の向上という部分ではまだまだだなと思っておりま

す。熊本キャンプではチーム戦術に入って行こうと思ってたんですが、グループ戦術を

若干入れながら最終的にチーム戦術を入れて、既に発表のプレシーズンマッチ２試

合、トレーニングゲーム１試合を。その３試合とトレーニングで開幕からのゲームに臨ん

で行きたいと考えております。熊本キャンプは漢宰選手も当然参加しますし、グアムキ

ャンプ当初別メニューだったゴールキーパーの佐藤優也、ゴンさん、岡本も順調に合

流し、引き続き練習を行える状況になってます。晟桓がちょっとまだ目処が立ってない

という心配はあるんですが、グアムより良いコンディションでまたキャンプに入れるなと

思っております。簡単ですが、今シーズン昨シーズンの反省に基づいたチームのコン

セプトとクラブ財政状況に伴う中でもＪ１昇格するために考えて来たこと、そして今シー

ズンの目標勝ち点、チーム戦術、グアムキャンプのお話をさせて頂きました。是非皆さ

んの方でお話伺いたい部分がありましたら、遠慮なく言って頂ければと思ってますん

で、宜しくお願いいたします。報告はこれで終わらせて頂きます。

司会：ありがとうございました。（会場拍手）１０分１５分位ですが、三上部長に質問のある方、

挙手を頂ければ、マイク持っていきますので。

高谷：少数精鋭でやるということで、怪我一人が出るともう大変だと思うんですけども、そうい

う中で箕輪さんの今後の見通しってどうなってるんでしょうか。

三上：はい、当初グアムキャンプに帯同する予定でした。ただその一週間位前の検査であま

り良い状況じゃなく。具体的に言いますと、かなりハードにスプリントをかけた走りをやれ

るんではないかという予定だったんですが、強くかけれる状況ではないと。もう少し歩行
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もしくはプールでの調教が必要だろうという結論になりまして、あまり行く意味がないと

言いますか、そういった状況ということもあり、本人と話した結果、最終的には前日だっ

たんですけども、急遽不参加が決まりました。チームがグアムキャンプ期間、本人は札

幌に残り、宮の沢のクラブハウス及びジムでプール中心にリハビリを昨日も行っていた

という状況です。今回の箕輪選手だけではないんですが、少数精鋭やる上で、今シー

ズン一番大切になってくるのはメディカル部門の充実。こういったものもクラブとして大

きな力になるなと。一番は怪我をさせない身体作り。そうは言ってもサッカーですので、

怪我をしてしまった時に初期判断を誤らず、きちんとしたリハビリメニューを組み早期復

帰させる。これが２５名という少数精鋭の中でも、１シーズン力を落とさずやっていける

方法かなと思いまして、北大の北村先生という方にお力を借りて、新しくチームドクター

に入ってもらっております。その北村先生の方で箕輪君の診察、精密検査をしてもらっ

ていて、彼にとって更により良い方法を話し合っている状況です。今決まっているの

は、熊本キャンプも最初の方は帯同しない、札幌で調整していく。昨日帰国してすぐに

トレーナーと僕と箕輪君と北大に顔を出し、今後のリハビリ等の進め方をディスカッショ

ンしてきて、最終的な結果はあと３、４日で出るという形になるんですが、まだ残念なが

らスプリントをかけれるような状況ではない、まだ目処が立っていないというのが現状で

す。

司会：その他にご質問ございませんでしょうか。はい、後ろの方お願いいたします。

挙手者：先程三上部長のお話で、李漢宰選手。グアム帯同出来ていないということですが、

ビザの発給が遅れているせいだったと思うんですけれども、同じ朝鮮籍で北朝鮮代表

である仙台の梁勇基選手は問題無くグアムに来れてたようなんですが、この差はどうし

てなんでしょうか。それと、一部道スポかなんかの報道で都内で自分でトレーニングして

いるという風に書いてあったと思うんですが、それで間違いないんでしょうか。

三上：はい、まず李漢宰選手ですが、先程言った昨年の反省点から彼の力は大きな力にな

ると同時に、彼が北朝鮮国籍であるということは当然分かっていました。今年グアムキャ

ンプを実施するということもその時点で決まってましたので、オファーする際にそういっ

たリスクがあるということをまず分かった上でさして頂きました。最悪グアムキャンプに参

加出来なくても、１年を通してチームを考えた場合に、彼の力は大きな力に成り得るだ

ろうと。もちろんグアムキャンプに帯同させたいということで、出来る限りのことをビザ申

請の中でさして頂きました。当初から簡単ではないということは重々承知しており、ビザ

申請の許可をアメリカ領事館の方に提出して頂いたりグアムサッカー協会会長からの

推薦状を貰ったり、色んな形で行ってきたんですがアメリカ本国の方でなかなか許可が

出ず、本当はキャンプ１０日目位で何とかという様な情報も一時ありながら最終的には
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ビザが発給されず、グアムキャンプに帯同出来なかった。仙台の李梁勇基選手はグア

ムに行けてたということなんですが、そのことも前から分かっていたことなので、仙台さ

んの方には問い合せさして頂きました。（これ以降個人的なことのため割愛）現実的に、

梁勇基選手の方はグアムキャンプに行けたという風に聞いております。漢宰は報道通り

東京都内で練習してます。グアムキャンプに帯同出来ないリスクがあるということは、契

約交渉段階から漢宰選手と話をさして頂きました。ビザがおりることを精一杯やるけど

も、もし叶わなかった場合には東京朝鮮の方でトレーニングをすると。チームとしてもフ

ィジカルがメインでしたので、石栗フィジカルコーチが作ったメニューを漢宰に渡して行

うということを契約当初から考えてました。漢宰選手にもエージェントが付いているんで

すけども、実はこの方が昔ヴェルディでフィジカルコーチをやられていて経験もある方。

また、幸いに石栗コーチとは昔、別なチームで一緒に仕事をしていた仲でもあったとい

うことで、石栗コーチが作成したものを漢宰選手のエージェントに渡して。要するにフィ

ジカルコーチとしての資格を持ってる人間が、傍に付きっきりで漢宰選手のフィジカル

を高めていったと。漢宰選手とは、グアムキャンプ中に３日に１回程度連絡を取り合って

いました。漢宰選手には９０分走れるコンディションで熊本に来てくれということをお願

いしたんですけども、それを十分出来ることになってるんじゃないかなと思っています。

また、自分自身に厳しい男ですので、こちらが与えたメニュー以上のことをどうやらやっ

ていると関係者から聞いていたり、漢宰からは、高校レベルのゲームなんですが６０分、

７０分、８０分でゲームもこなしてきてると。ただ場所が残念ながら人工芝のグランドだっ

たので、そこの部分だけ注意してということをお互いコンタクト取りながら。最終的には

先程申し上げた通り９０分走れる状況で熊本キャンプに入れるんじゃないかと思ってお

ります。

挙手者：ありがとうございました。

司会：はい、ありがとうございます。今、途中でオフレコの部分ありましたけども、ネット等で配

信されてる方、ご注意ください。お願いいたします。

挙手者：お願いいたします。今期サテライトリーグが廃止になりまして、強化面からいっても

かなり痛手だと思うんです。ワールドカップの中断期間もありまして、試合するなら日に

ちはありそうですけど、計画していることとか現時点で検討されてることとか教えて頂け

るものありましたらお願いします。

三上：はい、今ご質問にありました通りサテライトが廃止になってしまって非常に残念に思っ

てます。これに関しては他のクラブが経費がかさむとなってしまって。強化担当レベル

では僕以外みんな、まあ中止でいいんじゃないかという様な状況で（会場笑い）、力及
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ばずということでこういう結論になってしまいました。少数精鋭とはいえ、随時リーグ戦に

出れない選手も必ず出てきます。そういった選手を如何にチームの力にするかがＪ１昇

格する上で大きな力になりますので、そこについてはやはり考えなければと。サテライト

に替わるものを考えなければいけないということで、現時点でまだ決定はしてないんで

すがご相談さしてもらってる。３年前ですか、僕の方とかで立ち上げさしてもらったナイ

ターリーグ。昨年までは北海道チャンピオンズリーグということで引き続きやってもらっ

てたんですけども、私共もゲームを組んで行きたいと高校大学社会人のチームに声掛

けをさしてもらって、今そのリーグ戦を組むことで協議しております。今週日曜日もその

会合がありまして具体的なスケジュールを組んで行きたいと。もう一つ、今僕が一番気

にしてるのはご質問にもあった通りワールドカップの期間中、どれだけのチームが北海

道にキャンプに来てくれるかなということ。実は調べております。自治体でもないんです

けども、そういった関係で誘致をするかのごとく（会場笑い）、あそこにグラウンドがある、

ここにグラウンドがあるということをＪクラブに話してまして。現状、フロンターレさんと関

東の強豪大学チームが来られる予定になってるんですけども、なんとか４チーム位北海

道にその期間キャンプ来てくれないかなと。自分達がキャンプ地に出向いてゲームを

やって行くということを考えていて、何とか実行して行きたいなとは思ってるんですけど

も、まあ相手がいることですので何んとも言えないんですが、ただよりレベルの高いそう

いった所で経験したいと考えております。

司会：はい、ありがとうございました。お約束のお時間でございますので、三上部長のお話と

ご質問に関してはこれで中断ということにさせて頂きます。部長、どうぞ退席して頂いて

結構でございます。（会場笑い）

三上：ほんと大丈夫です。

司会：大丈夫？

三上：あと１０分位ほんと大丈夫なんで。

司会：いいですか？

三上：スケジュール的に問題ないんであれば。

司会：はい、まだ１０分位はいいそうですけども、じゃあ。

挙手者：先程他チームの状況について、注目すべき戦力を持ってる柏、甲府、千葉の名前
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が挙がってましたが、私個人的には監督も変わらず選手もあまり変わらず、徳島がすご

く気になってると。それだけではないんですけど、他に強化部長の方で注目するチーム

とか戦力分析で、もしお聞かせ頂けるのであればお話頂きたいと。

三上：はい。やはりすごく気にしております。ただ、相手のことよりもまず自分達がどういうビ

ジョンを持って、どういう方向性で持っていくのかが一番大切かと考えてまして、それを

踏まえた上で対戦チームのことを自分なりにクラブ的に分析さしてもらってます。強豪

だなと思うチームは先程の３チームで、個人的には実は甲府が一番怖い存在かなとい

う風に思ってます。その他、今ご質問にあった徳島。監督も替われてないし、昨年の選

手がほぼ残った中でプラス補強されているということでかなり気にしてました。（オフレコ

のため一部割愛）システムも、最終的にどうなるかわかんないんですが、ツーシャドウの

ワントップ。大塚製薬さんが後ろに付いておられて昨年以上に強化費を捻出された中

で強化してますんで非常に怖い、決して楽な相手だとは思ってないんですが、三つ挙

げるとすれば甲府、柏、千葉と思ってます。その他のチームで言うと、最後の方になっ

て横浜ＦＣが非常に気になる存在に、僕の中ではなってきました。最終的には昨年の

１．５倍の強化費。これちょっと『オフレコ』の方がいいのかな？（会場笑い）大黒選手が

入ったり、その他にも岸野監督がやられていた経験ある、特長を分かってる選手を何人

か引っ張ってたりということで積極的な補強してます。それプラス日本で実績のある外

国人を取っていますので、最後の方になって横浜ＦＣが非常に個人的には気になる存

在ですね。後は昨年Ｊ２に入って来たチーム、今年新たに入って来たチーム、それぞれ

強化してる印象を受けていて、かなり難しいリーグになると思っています。先程の勝ち

点７５設定。過去の経緯で言うと潰し合いの起きたリーグの時っていうのは低くなるんで

すよね。特筆した２チーム位が勝ち抜く時っていうのは当然勝ち点は上がって行く。

で、この７５っていうのは実はそれも踏まえた上で、最悪そういった展開になったとして

も７５あれば昇格出来るだろうっていう風に思ってます。ただ、あくまでもリスクマネジメ

ント的な観点からの７５で、現実的には僕は潰し合いになっていくリーグになって行くの

かなと。先程申し上げた３チームの他にも横浜ＦＣ、徳島そしてその他のチーム。その

チーム力はすごく拮抗しているなと思っておりますし、余談ですが色んな選手にオファ

ーしていく中で今回来てくれた選手、それぞれうち以外からのオファーもありました。残

念なことに、どこのチームもうちより条件はすごくいいんですよね、同じＪ２なのに。（会場

笑い）僕としてはやりづらい部分ではあるんですけども、他チームもそれだけ力を入れ

てやって来ているなという印象を受けてますんで、難しいリーグになってるなと思ってま

す。すいません、長々とお話しました。

司会：はい、ありがとうございます。よろしいですか？ はい、それではこれで三上部長への

質問タイムは終わりとします。どうもありがとうございました。
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三上：すいません、どうもありがとうございました。今後とも宜しくお願いします。

（会場拍手）

司会：次、会社に関するお話を伺うんですが、ここで５分位休憩でおトイレタイム。後ろにあり

ます時計で１０分から始めさせて頂きます。宜しくお願いいたします。

－休憩－

司会：すいません、後ろを一旦お閉めください。それでは社長、宜しくお願いいたします。

矢萩：それではこれからちょっとお時間を頂きまして昨年度２００９年の総括と今年２０１０年

の展望につきまして、内容は相当多岐に渡りますけれども、まだ公式に発表しておりま

せん２００９年度の決算見込み、それから２０１０年度の予算案、こういった所をベースに

お話をさせて頂きます。数値的な資料をお渡ししてませんので、ちょっとわかりづらい

部分も出て来ようかと思いますが、あまり数字のお話ばかりするつもりはありません。そ

の数字がどういったことを意味するということですとか、こういった部分をどう改善してい

かなければならないかという中で数字にも触れながら現在の北海道フットボールクラブ

の経営状況について率直にお話をさせて頂きたいと思います。それではまず２００９年

の総括から。チーム成績は御承知の通り６位に終わったということだったんですけれど

も冒頭のご挨拶で申し上げました様に、昨年は色々な状況の中で、私共としては１年で

Ｊ１に復帰する最大のチャンスの年であるとの位置づけでスタートいたしました。その裏

付けになったと言うとちょっと語弊があるかもしれませんが、たまたま２００８年までコンサ

ドーレに在籍しておりましたダヴィ選手が名古屋に移籍することになりました。ダヴィの

移籍金、各スポーツ紙等が書いておりますけれども、３億円を超える金額が移籍金とし

てクラブに入っております。その３億円がクラブ収入として、例年には無い収入予算で

入るということを前提に昨年の予算を組んだという訳です。Ｊ１からＪ２に落ちた年でござ

いますから予算全体は縮小傾向にせざるを得ないということもありましたし、昨年は御

承知の通り年間５１試合。過去のＪ２の中でも最大のゲーム数をこなさなければならない

シーズンだったということですとか、昨年特有の色んな状況も勘案しながらダヴィの移

籍金をどう有効に組み立てクラブとして活用していくかということが予算上の最大のポイ

ントでした。基本的な考え方として、ダヴィの移籍金は全額を強化費に使うことはしない

というところからスタートしました。但し昨年がＪ１昇格の最大のチャンスであるという判断

もありましたので、当然のことながら移籍金収入の一部を、通常は移籍金が無い時には

シフト出来ない強化費に割く。もう一つは、昨年まで色々クラブに対してご批判ですと
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かご意見を頂いておりましたファンサービス、スタジアム空間の整備、広報宣伝。所謂

営業も含めたクラブ施策に関わるお金に一部を使う。それから前年の２００８年、減資増

資というクラブとしては非常に重要な経営政策をとった年で、皆さんに多大なご迷惑を

お掛けした次の年であるということも勘案しまして確実に利益を残す。この三つを目標

にした予算を組みました。予算につきましてはホームページ等で既に発表してる数字

でございますので詳しくは申し上げませんけれども、ダヴィの移籍金があったために、

本来であると３億少ない予算を組まなきゃなんないところを前年とそう大きく変わらない

予算を組むことが出来たということが、昨年２００９年の北海道フットボールクラブ予算の

最大の特徴かと思います。チーム成績の向上とクラブの財政状況の好転、両方狙った

シーズン。私共、監査法人が入っており、最終の決算作業を今やっておりますので確

定はしておりませんけれども一部新聞で報道されていますし、前月末の取締役会で決

算見込みは一応報告しておりますので、正式な数字は間も無くという状況です。昨年

の最大のポイントをまずご説明しますと、収入の面で二つの大きな要素がございます。

一つは入場料収入でございます興行収入という費目、それからスポンサー料収入でご

ざいます広告料収入という費目。この二つを合わせて大体７割から８割位を占めるとい

う大きな項目なんですが、そのうちの片方の興行収入で予算比大幅に下回る結果にな

りました。４億８，０００万の予算を組んだのに対して最終決算見込みが３億５，５００万。

１億２，５００万、目標を下回ったということです。前提として３０万人の動員目標を立て

ておりました。動員目標というのはその年のチーム状況ですとか、前年、前々年、それ

から過去Ｊ１だった時、Ｊ２だった時、諸々の数値を参考にしながら毎年動員目標を立て

るんですが、昨年は３０万人という動員目標数字を立てたということです。これは２００７

年のシーズン、結果として最後の二試合でＪ１昇格がかかる試合を行ったシーズン、皆

さんも記憶に新しいかと思いますが京都戦と水戸戦があったんですが、この年の実績と

して２４試合で２９万人という数字が残っております。次の年の２００８年はＪ１でございま

すが、ナビスコカップも含めまして２０試合で２６万８，０００人という数字が残ってると。

それに対して昨年は全体で５１試合、ホームゲームが２６試合のシーズンだったというこ

とで、過大にここの部分に努力数字を積んだという風には考えておりませんでした。過

去の実績からいっても十分届く入場者数であったと思いましたし、逆に言いますと２６試

合で３０万人を入れなければクラブ経営的には今後も含めて非常に厳しい状況になる

というクラブ決意を含め、昨年３０万人という数字を立てた訳です。それに対し２６万５，

０００人という結果に終わりました。つまりここの部分、金額でマイナス１億２，５００万、人

数で言いますとマイナス３万５，０００人。これがクラブの目標から大幅に実績として下回

った数字でございます。昨年はＪ１を１年で落ちてＪ２のやり直しの年だったということもあ

り、最初から無理な予算を組むつもりはありませんでしたから、ある意味リーズナブルな

予想を立てた上で如何に確実にこの数字をクリアしていくかということで色々政策も展

開してきたということでございます。お気付きの方もいらっしゃると思いますけれども一
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人当たりの入場料収入、単価を想定するとちょっと数字が合わないかもしれませんけれ

ども、昨年は保護者同伴であれば小中学生無料というファミリーシートを新設したこと、

それからクラブとして動員対策を実施した試合がございました。夏コンと題して行った７

月４日だったと思いますが、それから８月２２日とか年間３回位動員対策を実施した日が

あります。この日につきましては数千人単位で招待施策も行っております。区単位であ

ったり、近隣の小学校であったり、関係先であったり。そういった所に招待という形で動

員をかけた試合があったと。そういったことを総合的に行った結果、一人当たりの単価

が大幅にダウンしたという結果も伴っております。これはクラブとしての政策でございま

す。招待を無尽蔵に実施していくことについては色々お考えはあると思うんですが、ク

ラブとしてはやはり一度コンサドーレの試合に足を運んで頂いて、長い目でサッカーフ

ァン、コンサドーレファンを定着させていくと。並行してやっていくという所が今の所クラ

ブの基本方針でございますので、そういったことも積極的にやった結果、入場者数が目

標を大幅に下回った上に単価も大幅にマイナスになったと。その両方の原因が数字と

して１億２，５００万予算を下回ったという結果に繋がってると思っております。そもそも

動員数字の読みが甘いとかチケット営業政策が足りなかったとか、そういったご指摘も

頂いております。私共としては両方に原因があるということと併せて、一番感じた所は２

年間の中で初めて対戦するチーム、その間にＪ２に参入してきた熊本、岡山、富山、岐

阜、栃木と５チームあったんですが、そういう初めて対戦するチームはやはりＪ２に比べ

ると馴染みが薄い。所謂プロの興行相手としてはやや知名度に劣るチームとの試合も

相当数あったということが一つの要因かなと思っています。当然のことながら、結果とし

て一度も昇格争いに絡むことが出来なかったシーズンということで、一年を通してチー

ムの勢いが入場者の勢いと連動する所があまり無かった。そういったシーズンでもあっ

たということが一つ。もう一つは皆さんも感じておられると思いますけれども、ここ一年特

に景気の状況が非常に冷え込んできておりまして、家計支出の中でエンターテインメン

ト系、スポーツ観戦、映画とか文化的な催事もそうでしょうけれども、そういったものに費

やす予算がだいぶ絞られてきてるという現状も反映してるのかなと思っております。但

し、隣の会社でもあります日本ハムが昨年もお客さんの数においては前年を上回る形

で推移してきてますので、経済状況がどうこうということだけがコンサドーレのお客さん

が伸びなかった原因だという風には考えておりません。間もなく年間２００万人に届こう

とする、ある意味先を行っている球団がある訳ですから、このことだけを言い訳にするこ

とは出来ないと思っております。今色々お話してきました複合的な要因が重なって結果

として２６万５，０００人に留まったシーズンだったと思っております。ダヴィの移籍金収

入というものがありながら、最終的な利益、損失につきましてはまだ確定はしておりませ

んが、約４，４００万の赤字決算に終わるというのが今日段階での決算見込みでござい

ます。それのほぼ唯一と言っていい要因が興行収入の大幅な落ち込み。もう一つの大

きな収入の費目であります広告料収入は逆に予算を１，０００万程上回ってるという部分
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があったり、移籍金収入はダヴィのがありましたのでクリア出来てるとか、Ｊリーグの配分

金も極端に大きくは落ちてないということをトータルで考えますと、収入の中で興行収入

が予算を大幅に下回ったという所が最終決算に深刻な影響を与えた最大の要因である

という風に考えております。ダヴィの移籍金をクラブ政策、チーム強化、そして確実な利

益に結び付くために予算を組んだ上で、利益を出すどころか赤字に終わったことにつ

いては、クラブを代表する人間として非常に責任を感じてるということでございます。最

近のＪリーグの全体的な状況を見てみますと、これも皆さんある程度ご承知かと思いま

すけれども、Ｊ１が１８クラブ、Ｊ２が今年から１９クラブ、合わせて３７クラブ、マックスＪ２は

２２クラブまで増やすという方針があります。そうしますと最高Ｊ１Ｊ２合わせて４０クラブま

でになるんですが、状況としては３極構造にどんどんなって来ているのかなと考えてお

ります。Ｊ１で上位を占めるクラブ、Ｊ１とＪ２を行ったり来たりするクラブ、それからなかな

かＪ１に上がるきっかけがつかめないクラブ。コンサドーレは残念ながら２番目のＪ１とＪ２

を行ったり来たりしながらなんとか経営の安定を図り、更にＪ１での安定的な成績をどう

目指さなければならないかが、今シーズンも含めて当面クラブとしての最大の課題にな

っていると思っております。今手元にデータが無いんですが、毎年８月９月位にＪリーグ

がＪ１Ｊ２各クラブの経営指数を発表してます。２００９年はまだ終わったばかりで決算も

出揃っておりませんので、去年の分については今年の夏に発表されると思いますけれ

ども、２００９年に発表された２００８年数字を見ますと、残念ながらコンサドーレの予算

は特に強化費の所に端的に表れるんですが、一昨年Ｊ１だった時、７億台ということで、

当時Ｊ１の１８クラブの中で圧倒的な最下位に留まっています。２００８年のＪ１の強化費

の平均は約１５億円で、その半分にも満たないような数字という辺りが現在の経営的な

部分から見たコンサドーレの実力なのかなというふうに思っています。こういう数字が示

しますように、Ｊ１の中でも親会社が比較的広告料収入の部分で１０億２０億単位で設定

している所が上位を占めるような傾向が年々はっきりして来ていまして、親会社を持た

ない中で経営を行ってる私共ですとか新潟ですとか仙台、あと大分ですね。そういった

所に付きましては、チーム成績等々の状況があると長くＪ１に居続けることが現実難しく

なってるという状況が反面ではあります。但し新潟のように親会社を持たなくても、特に

興行収入でＪ１の中でも２番目に多い動員を記録するようなチームもございますので、こ

れからは動員数を如何に昔のピークだった時に戻していけるかどうかが最大のテーマ

であり続けるのかなと考えております。そういう中で昨年、残念ながら３０万人の目標を

掲げながら２６万５千人に留まったことについてはクラブとしての最大の反省点。その反

省を踏まえ、どう反抗していくかという所が、これからも最大の課題であり続けるのかな

と思っております。昨年は他にもいろいろ数字的にはご説明しなきゃなんない部分があ

るんですが、シーズン途中で動員数がなかなか目標に届かないという状況がありました

から、予算全体としては相当圧縮した上で、支出は抑えるにいいだけ抑えた結果、赤

字は４千万台に留まる見込みで、もうひとつの指標、債務超過とのラインは２千万弱と
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いう所で何とかクリア。これをクリアと言っちゃいけないんでしょうけれども、債務超過に

陥らない形の決算に終わる見込みでございます。一昨年、減資を行って増資を行った

時点では９千万台、債務超過とのラインの差がありましたけれども、２年連続赤字に終

わることによってその数字が２千万を切るような状況になったと。もっとわかりやすく言い

ますと、今シーズンはこの２千万という数字を余程注意深くコントロールしていかない

と、三度四度債務超過に陥る危険性をはらんだシーズンになるという客観的な状況が

あります。私共としては昨年の決算見込みを踏まえた上で何とか今年、違う形でいろん

な政策を行うことによって、もちろんチーム成績もあるんですけれども、クラブ経営では

より以上に注意深く数字を見守って行かなきゃなんないシーズンになるのかなと思って

おります。昨年は新しいこと、継続してやってきたこと、いろいろな形で展開してきてい

ます。先程話では触れていなかったと思うんですが、久しぶりにフィジカル専任コーチ

を置いたこと、トレーナーをひとり増やしたこと、専門家によるチームに対する栄養指導

を相当徹底して行ったこと、それから強化部に鈴木智樹くんなんですが育成担当スカ

ウトを置いたこと、この辺がチームの政策としての去年の新しい部分。それから、クラブ

全体として監督、選手を中心に如何にチームをメディアに多く露出させるかという所も

徹底して行ってきました。その結果、テレビ・ラジオを中心に一部フリーペーパー等も含

め前年までに比べ、具体的に分単位とか時間単位で計測しておりませんけれども、数

倍の露出量を果たすことは出来たのかなと思っています。テレビ・ラジオ、クラブイベン

ト、スポンサーイベントにも出演する中で、特に若い人が中心のチームですから、人間

としての成長に必ず繋がって行く部分が出せたのかなと思っております。あとはサッカ

ー教室、食育、健康運動関係、ＪＡグループさん等スポンサーさんとも一緒にいろんな

ことを展開。この中にも選手はなるべく顔を出すよう徹底して行って参りました。それか

ら、コンサドーレ札幌を札幌のチームであって北海道のチームではないというふうな指

摘を頂くことがまだあるんですけれども、ホームタウンはＪリーグに申請している所が札

幌ですが、活動エリアはあくまでも北海道全域。試合はどうしても札幌中心になるんで

すけれども、札幌以外の地域にどういう形で展開できるかということをクラブ全体として

いろんなことを実施してきました。一昨年から帯広、去年は帯広・士別２か所でサテライ

トを実施。それに合わせてそこのサッカー協会等とのコミュニケーションも強化されます

ので、サテライトの札幌以外の展開を足掛かりに地域対策をしようと。残念ながらサテラ

イトは中断という表現で、今年はなくなりますので、札幌以外の地域展開する場合に

は、もうひとつ違う手法の開発が必要になってくると思っております。またドーレくん、コ

ンサドールズについては、ドーレくんで年間１００回くらい、ドールズで２、３０回ぐらい、

試合以外のイベント、施設訪問で活動。札幌エリア中心ではありますけれども、それ以

外の地域にも積極的に出るような方向性がありますので、今までお話してきましたもろも

ろ含め、これからもオール北海道展開は是非強化していきたい。それからファンサービ

ス、ホスピタリティの向上。これも昨年から中期経営計画を立て、その大方針に従って



- 18 -

いろんな政策を行って参りました。総合案内所開設、小中学生自由無料のファミリーシ

ート新設、シーズンチケット対象者を中心に先行入場という新しい施策、前からご指摘

頂いておりましたスタジアムの新しいメニュー開発の取り組み、選手とサポーターの皆さ

んの距離感を縮める選手の出迎えや当日の各コーナーへの協力、トップチームだけで

はなくＵ－１２・１５・１８のアカデミー・ユース世代も含めてオールコンサドーレであると

いう部分をいろんな局面でアピールしていったこと等々ございます。ドームでは外のテ

ラスを開放する日を３日ぐらい、ファミリーで楽しんで頂けるようなイベントを設定。厚別

では特に秋、寒くなるシーズンに掛けて毎日、例えばハロウィンがテーマだったりアート

がテーマだったりイルミネーションがテーマだったり、細かくいろんなことを展開したとい

うことでございます。いろんなイベント、ファンサービスをやることは、ある意味クラブとし

ては当然のことだと考えており、この流れは今年以降も切らさずにどんどん新しいことを

考えながら推進していきたい。けれども、そのことだけでなかなか動員のプラス方向に

結びつかないという現実もありますので、政策と動員結果、どういった所に力を入れれ

ば結び付いていくかについてはさらに研究を継続していきたいと思います。昨年出しま

した中期経営計画のもうひとつの柱に財務組織を健全経営の中できちんとやっていくと

いう所も発表させて頂きました。決算・予算は外部公表しており、他のＪリーグクラブに

比べてもここ２、３年、一番透明度の高い経営はさせて頂いてると思います。ただ、残念

ながら昨年も赤字で終わったように、財務の健全化にはなかなか至ってない。それか

ら、昨年フロント組織を一部手直しし、より機動的な営業活動、ファンサービス・サポー

ター対応ができるという観点で組織改変を行いました。２年目に入ってますけれども、

比較的順調に機能し始めてると思っています。できれば今年、更に完成度を高めなが

ら皆さんに納得して頂けるような試合運営、コンサドーレのクラブ運営を行っていきた

い。それからこの２年間、いろんな部署で個人的理由で辞める方がおりました。フロント

系で３人、ユースで１人。基本的に欠員が生じた部分は穴埋めをせず、人件費圧縮と

一人二役三役やることで、人を増やさない方針で何とか２年間やってきている。大雑把

だったんですが、特に冒頭お話しましたダビの移籍金３億円がありながら赤字に終わっ

たことについては、相当深刻な状況であると認識しております。続きまして２０１０年、最

大のテーマはＪ１に昇格することを目指せるチームを作りながらも収支バランスを取りな

がら財務内容の健全化を必ず果たしていく年。この場でも誤解を受けるかもしれません

けれども、単年度で見ていけば、例えばダビの移籍金が入った部分をまったく強化費

に反映させないで、お金を残す方向だけでチームを作ることは、現実的にはできると思

います。ただし過去１４年間上にいたり下に落ちたりを繰り返してきたクラブですけれど

も、毎年期待を抱いて頂けるチームを如何に作っていくかがクラブ経営上の最大のポ

イント。やはりＪ１昇格を目指せるかどうか。私共だけではなく今日ここにお集まりの皆さ

ん、メディアも含めいろんな方々がご覧になって、そういう期待感を抱かせるチームであ

るどうか。まずチームを作って、連動して興行収入が増えたり広告料収入が増えたりと
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いった所に繋がっていくものだと私は考えております。先に興行収入広告料収入があ

って、その範囲でその時々のチームを作らざるを得ないということだけ考えていきます

と、なかなか毎年毎年皆さんにご期待頂けるチームを作れない。当然のことながら全体

予算が圧縮された場合には、強化費も大幅に落とす形になります。但し、最重点課題

がどこであるかは、クラブの健全な財務と魅力的なチームを如何に作るかに集約される

と。この２点を如何にうまく機能させるかが私共の役割だと考えております。去年まで他

のクラブがそうであったように分不相応に強化費に大金を注ぎ込んで、結果財務内容

が悪化してしまったということはコンサドーレも経験してきている。そういったリスクを犯

す気は今後毛頭ございませんけれども皆さんに期待感を抱いて頂けるようなチームを

作る所からスタートしなければ、なかなか財務の好転にも結び付かない。この辺がプロ

興行を中心的な生業とするクラブの宿命的な部分。その年々の財務バランスをきちっと

見ながら経営資源の多くを如何にトップチームに費やせるか、如何にコントロールする

かが我々の役割だと思っています。言葉で言うとなかなか分かりずらいかもしれませ

ん。２０１０年予算はまだ対外発表しておりませんけれども、昨年の赤字という反省も踏

まえ大幅に縮小いたしますが、その中でもＪ１昇格という皆さんも期待を抱けるようなチ

ーム作りをしようと。今年もその方向性は崩さない方針でやっていきたいと思っておりま

す。今年は去年と大きく違う所があります。ご承知の通り、ホームゲームの試合数が２６

から１８と８試合減ります。割合で言うと約３割。８試合減った中でも如何に一試合辺りの

平均入場者数を増やしながら昨年レベルを上回ることができるか、今期経営の最大の

課題に置いております。昨年１２月２４日に中山選手の入団発表会見があって以降、ク

ラブにも皆さんの周りでもそうだと思いますし、私も個人的に相当いろんな方面の方々

から大きな期待は寄せられておりますが、我々は中山選手が入ったことだけで問題点

がすべて解決するというふうには全く思っておりません。但し、クラブに勢いが出てきて

いるということは確実かなと。昨年６位に終わった次の年の割にはコンサドーレに対する

注目がいろんな面で上がって来ているシーズンだというふうに思っておりますので、そう

いう皆さんの反響、ご期待頂く声を如何に数字に反映させていけるかが全てと思ってお

ります。まずシーズンシート、今年から法人向けに作ることになった回数券等チケットを

売り切れるかどうか。昨年からひたすら、今年はシーズン始まった後も通年でチケット営

業をクラブ全員で行うということを目標に掲げてます。私始めフロントスタッフだけでは

ありません。ユースもトップチームも含めてクラブ全員です。選手が直接売る場面はひょ

っとしたらないのかもしれませんけれども、チケットを買ってもらうためのアクションを起

こすという意味では選手もトップチームのスタッフも含めて、自分達の周りにいる方々に

遠慮なしに買って頂くため通年行っていくことによって、何とか昨年のレベルを１試合

毎２割以上上げる形で興行収入を確保していきたい。まだ対外発表しておりませんけ

れども、昨年実績の３億５千５百万を、試合数が少ない中でも上回る予算を設定する予

定でおります。これについていろいろご批判、ご意見あろうかと思いますので、後程ご
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質問で出して頂ければと思います。それから広告料収入。皆さんにご心配をお掛けし

ましたように、昨年１１月の時点でニトリさんがコンサドーレのスポンサーから撤退される

と。１１月上旬のことです。それからひと月掛けふた月掛け、結果としてニトリさんは袖で

復活するという形になったんですが、特にスポンサー料収入が大きく目減りしておりま

す。昨年は予算５億５千万に対して５億６千万あったんですが、見込みとして５億内外

まで。昨年の数字より６千万内外落ちるということを念頭に置いた予算を立てざるを得

ないと考えております。お手元に数字がない中で私が一方的にしゃべっているもんで

すから、わかりずらい部分があるかもしれません。昨年の営業収入、興行、広告料等々

移籍金収入も含めてトータルは約１５億５千万。対して今年、収入予算は１３億を若干

切るくらいの数字で、トータル２億５千万減収するということを念頭に置いた予算を立て

てます。これは広告料が数千万円単位減るということですとか、移籍金収入という部分

がそもそもないということだとか。支出は昨年１６億８千万あったのに対して今年１３億台

の中盤まで、３億近く削ることを念頭に置いた予算を立てようとしております。そのことに

よって単年度でいいますと何とか確実な利益で、今年は何としてでも黒字を達成するこ

とによって、財政の健全化のベースをきちんと作っていきたい。支出トータルで３億円

以上削るという方向ですが、その中で皆さんも関心がおありのトップチーム人件費。一

昨年Ｊ１だった時が７億１千６百万、去年が６億１千５百万、約１億のマイナス。今年は今

の所４億５、６千万。昨年実績から１億５千万以上マイナスということをもとに、先程三上

がお話をしたチーム作りを行って参りました。全体収入が２億以上減る見込みでござい

ますから、支出を大幅に圧縮した上で利益を目標にする予算を組むのは当然だと思い

ます。先程お話した入場者数については強気な読みはしています。中山選手が入った

から無責任に黙ってても人が入るだろうということではなくて、入ったことよって起きた反

響とか反応を確実に数字に取りこむべくクラブ全員がチケット営業で努力するということ

を念頭に置いた上での興行収入です。昨年からいろんな所を回らさせて頂いてるんで

すけれども、中山選手が入ったことに対しては非常に好感を持って頂いて何とか協力

はしたいけれどもそれぞれ決算状況が相当厳しいということもあって、結果なかなかス

ポンサー誓約に結びつかないのが現状。北海道だけではないんですが、北海道、札幌

の経済状況は相当冷え込んで来ておりますので、広告料収入落ち込みを新規開発営

業に勢力を費やすため営業部に２人増員しました。新規採用ではなく他部署から人を

シフトする形。私も含めて通年で新規スポンサーの獲得に関わっていきたいと考えてお

ります。それから、クラブ全体の固定費であります人件費。トップ、ユース、フロントとも

人件費のカットを昨年末から一斉にやっており、経営状況はスタッフにも全部情報公開

する中でクラブの危機感を共有してもらう。人件費を抑える部分については、クラブ内

で理解を頂いてるのかなと思っております。それから、８試合減ることがマイナス影響を

与えるということは当たり前なんですが、逆に運営コストも大幅に削減されます。単純に

比較はできないんですけれども他クラブよりコンサドーレは会場のロケーションの問題、
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使用料等の問題で、Ｊ２で一番運営費支出を余儀なくされているクラブなのかなと思っ

てます。札幌ドームという大きな会場ですぐ隣に国道、それから厚別のように周りに住

宅地が控えている等々、試合運営には相当な費用が掛かります。厚別、ドームとは毎

年いろんなやり取りをしながらコスト削減にご協力頂いておりますけれども、我々として

は如何に効率よく運営できるか。わかりやすく言えば人手を掛けないで、たくさんの人

を集める形に対応できるかどうか。これからもいろんなことを想定しながら効率的な運営

を心掛けていきたい。ということで、昨年にも増してクラブ経営としては非常に厳しい１

年になるのかなと思っております。これ以外のクラブの新しい考え方について何点か、

今までの流れの中で強化して行くという部分も含めて方向性だけお話しておきたいと思

います。ひとつは、他の分野とのコラボレーション。音楽とか一部あったんですが、これ

からは若い人の動員対策、将来的なサポーター対策も含め大学、専門学校中心に音

楽だけではなくアート、映像、ファッション、他のジャンルとのコラボレーションを行うこと

によってスタジアムの雰囲気を盛り上げながら、ファンを開発していくということの両面

に結び付けたい、もう少し徹底してやっていきたいと思っております。選手の活用につ

いては、更にもう少し近い所に選手を送り込む。ご承知の通り６月から７月に掛けてひと

月間くらい中断期間があります。この期間に北海道でキャンプを張るチームとトレーニ

ングマッチ、場合によってはプレシーズンマッチを設定できないか、すでに準備に入っ

てます。先程フロンターレの話がありましたけれども、その他にも複数聞いておりますの

で、例えば宮の沢に呼ぶのか相手の方に行くのかしてチーム強化にも役立てると共

に、距離を縮める意味でもお客さんに入って頂く形で実現したい。それから宮の沢の練

習場で試合だけではなく、サポーターの皆さんと触れあえるフェスティバル的なイベント

を是非やっていきたいと思っております。昨年は特に試合数が多く、シーズン中に皆さ

んと直接触れ合えるイベントを仕掛けることができなかった。今年は中断期間をうまく活

用しながら距離感を縮めるための企画を実施していきたい。それから、先ほど全員がチ

ケットを売ると申し上げましたけれども、ここにおられる皆さんをはじめたくさんの方々が

コンサドーレの周りには存在しますので、クラブの厳しい状況をご理解頂いた上で、例

えばチケットを買って頂いたり、他の面でクラブ経営に一歩踏み込んだご協力頂けるよ

うな呼びかけをできるかどうかも重要なポイントだと思っております。マンパワーに限界

がある私共だけでいろんなことをやっていくだけでは、なかなかすべてのことが解決し

ていかない。サポーターズ持株会、全道に後援会、サポーターさんのいろんな組織、フ

ァンクラブ組織、相当数ございます。北海道サッカー協力及び札幌サッカー協会、ゲー

ムを開催する函館、室蘭の協会とも、協会としてチケットをお買い上げ頂けることをご検

討頂きたいというお話を昨年からしております。サッカーに一番関心があるのはサッカ

ーをやってる人達、小学生から４０代５０代６０代の方々まで。北海道は全国３番目に多

い登録人数を抱えている日本のサッカーの一大拠点。コンサドーレの成績にも原因は

あると思いますけれども、どうしても全体的なイメージとして野球に押され気味ではない
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でしょうかと。これは私が協会の人に言った言葉ですのでそのまんまお話させて頂きま

すけれども、当然コンサドーレもお客さんを集めたりチーム成績を上げるための努力は

これからもやっていきますけれども、やはりサッカー全体のパワーを上げていくために

はサッカーをやっている人、支えて頂いているファミリーの方々。そういった方々が、ま

ずはコンサドーレの試合をもっとたくさん観に来て頂く。オンシーズン短い土地柄です

けれども、そういう場面を作るために年に１回でも２回でも構わないのでコンサドーレを

観戦する日を協会の中で設定して頂いて、その日はなるべく各カテゴリーの試合を組

まないよう調整してもらう。こういう呼び掛けをしておりまして、協会の方でご検討頂いて

いるということです。２年分ですから相当端折ながら走りながらお話しましたから非常に

わかりずらい部分も多々あったかと思いますけれども、昨年の予算決算上の総括と今

年の予算の簡単な大雑把な方向性についてご説明させて頂きました。詳しく話していく

と時間がなんぼあっても足りませんので、あとはご質問に何でもお答えするということで

宜しいでしょうか。一旦ご報告を終わらせて頂きます。有難うございました。（会場拍手）

司会：有難うございます。社長、この後の質問は着席して頂いてお受け頂ければと思いま

す。それでは、今お話し頂いた内容について、質問がありましたら挙手でお願いいたし

ます。ないっすか、ありますか。すいません、奥の方。

挙手者：矢萩社長、丁寧な説明有難うございました。債務超過まであと２千万弱ということで

大変厳しい話で大変だと思います。今年財政的に厳しいというのは良くわかるんです

けど、来年はもっと厳しいんじゃないかなと思うんですよ。ニトリさんも袖にちゃんと復活

してくれて有難かったんですけど、これからどうなるかわかりませんし、札幌市の補助金

もどうなるかちょっとわかりません。それで、現実的にもチームを作る時にはＪ１昇格を期

待させる魅力あるチームを作らないといけないということを力説されてたんですが、そう

いう魅力あるチームを作るのもちょっと難しいんじゃないかなと思うんですよ。今年Ｊ１に

昇格してくれればいいんですけど、残念ながらＪ１に上がれなかった場合、そういうことも

会社としては考えないといけないとかなと思うんです。矢萩社長も集客、興行料収入ア

ップのためにいろいろ活動しているのはわかるんですけども、チーム成績が好調でなけ

ればなかなか入場料収入は伸びないと思うんですよね。こういうものは水ものですん

で、チームの成績によって大きく左右されてしまうと思います。もし今年、Ｊ１昇格が残念

ながら難しくなってしまった場合、来季に向けてもやはりＪ１昇格を目指すんでしょうか。

僕としては昇格が困難ならば、残念な話なんですけどＪ１昇格だとか残留とかあんまり目

指さないクラブを作るか、もしくは運営会社の組織自体を変えてＪ１に残留できるような

会社にするのか、まあ極端な話身売りするとか、いろんな方法あると思いますけども、そ

ういう必要性があると思います。その辺の所をお伺いしたいと思います。
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矢萩：座ったままで宜しいでしょうか。今のご質問についてはある意味、考え方としては私と

ほぼ一致する部分があります。先程Ｊ１昇格という言葉でチームに魅力が如何に作り出

せるかということとお客さんがたくさん集まるかどうかということは連動しているという話を

申し上げましたけれども、チームは生き物でございますから、お金をたくさん注ぎ込ん

でいい選手をたくさん持ってくれば必ず上位争いできるっていうことではないと。これは

うちだけではなく他のクラブも含めて。勝負するから興行ということだと思いますので、

そのことを目指し続けることについては難しい場面もあるのかなと思ってます。先程仮

定の中で今年Ｊ１に上がらなかったら来年度はというご質問もありましたけれども、毎年

毎年チームそれからクラブが置かれている状況を総合的に見ながら判断していくという

ことで。これも仮定のお話ですから私自らはお話すべきことではないかもしれませんけ

れども、チーム状況があまり良くなくてクラブの経営状況も更に宜しくないということにな

った場合には、当然のことながらそうじゃない状況になる可能性はあります。実は去年

から今年に掛けても一昨年から去年に掛けても、そういうことは毎年ありました。例えば

ダビの移籍金、ニトリさんのお話し、観客動員数のお話もしましたけれども、そうしたもろ

もろの状態を見てトップチームの人件費に幾らお金を割けるか、毎年相当頭を悩ませ

ながらやっているのが現状でございます。１年後の来年以降もできればこういうチーム

作りをしたいという願望を含めて継続できるかどうかについては、今年の秋口以降、状

況を見ながらその時々の判断をしていくのかなと思っています。ただ、先程触れさせて

頂きましたけれども、過去何回か経営危機がある中で特に２年前減資を行ったという重

い経営判断をしたクラブであるということは一番重要だと思っておりますので、更に危機

に陥れてまでトップチーム人件費に必要以上のお金を掛けることについては全く考え

ておりません。単純に数字だけで言えば１億５千万落として去年でもＪ１に上がれなかっ

たチームが何で今年Ｊ１を目指せるのかというお話もあろうかと思いますけども、我々と

しては一昨年も去年も含めてその積み重ねの上に今年のチームがあると。今までの積

み重ね、今までいた人間の伸びしろ、それに新戦力を加味すれば厳しい状況の中で

も、十分Ｊ１を目指せる所まで何とか持ってこれたと私は思っています。それから手法と

して会社形態を変える、もしくはチームを身売りするというようなご指摘。将来的にそう

いう選択をするしないについては、今の私の立場で触れるべきことではないと思いま

す。一般論としてはあるとは思いますけれども当面北海道フットボールクラブとしては現

状のスタイルで何とか継続していくということで経営を行っておりますので、そういう考え

方は一切ございません。ということで宜しいでしょうか。

挙手者：有難うございました。現実的な対応をされているということで安心しました。あまり現

実から離れた目標を上げるとＪ１に残留できないとか、Ｊ１昇格を失敗するとか。そうしま

すとＨＦＣの場合、会社のトップが次々と変わっているように思えるもんですから。代わ

り続けると会社自身の方針が一定しないと思うので、現実的な対応をこれからもお願い
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したいと思います。有難うございました。

矢萩：いろいろご指摘、有難うございます。

司会：はい、有難うございます。その他にご質問、はい、前の前から２列目の男性の方。

挙手者：スポンサーの件で質問ですけれども、石屋さんとかＪＲさんと同じように日本航空さ

んにチーム創設の初期からずっと支援して頂いてる訳で、特にうちみたいにアウェイが

全部飛行機移動ていうチームにとっては移動費なり宿泊先などで便宜はかってもらっ

ているというような非常に有難いし、必要不可欠だと思うんですけども、日本航空さん、

今、うち以上にえらいことになっている訳ですよね。今期はともかくとして、今後うちに対

する支援体制を継続して頂けるのかというのは、お話はもう来てるんですか。聞かせて

頂ける範囲で結構なんですけど。

矢萩：１月のキックオフイベントの時に今シーズンの新しいユニホームを発表させて頂きまし

て、そこでＪＡＬさんはパンツに残った。その時に札幌支店長さんのメッセージも頂いて

いることからわかりますように、コンサドーレに対して継続してご支援を頂けるというお

話。去年秋口から今年明けて、ついこの間まではですね。ただご承知の通り日本航空

自体経営トップが変わり、今度支店長も変わると。大方向は発表されているんですけれ

ども具体的な営業政策それからイベントとかプロスポーツに対する協力、そういった部

分について個別にどうこうするっていう方針はまだ具体的に出ていないというふうにお

聞きしている。これから夏に掛けて具体的な再建計画を実践していくと思うんですが、

サッカーで言いますと清水エスパルスもユニホームスポンサーになっている訳ですけれ

ども、それぞれを個別で見た上でＪＡＬさんがどう判断されるかについては、余談を許さ

ない部分はあるのかなと思っています。ご質問の方からもご指摘がありましたように、遠

征経費を中心とする輸送費が相当莫大に掛かります。我々がダイレクトに払うと掛かる

分を、毎年何千万という枠の中でご支援頂いてると。もう一歩踏み込んで言えば、北海

道フットボールクラブも値引きして頂いた部分以外は数千万単位でお支払いしているビ

ジネスパートナー。こういった長年の良好な関係がいきなりゼロになるというのは、ちょ

っと考えづらいのかなとは思ってます。ただ、その枠の金額自体が縮小されたりとかは

ある程度想定はしておかなきゃなんないのかなと。北海道で言えば雪まつり始めいろん

なイベントに協賛してますけれども、それ自体もこれからどうなるか、ちょっと見通しの立

ってない部分もありますので。ＪＡＬさんの北海道全体との関わりの中で個別の案件に

ついてどう結論が出されるかについては、これからもしょっちゅう情報交換してますの

で、その中で確認を続けていきたいと思っています。今の所はゼロになるというふうに

は考えておりません。はい。
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挙手者：分かりました。詳しい説明、有難うございました。

司会：はい、有難うございます。他にご質問、はい。

挙手者：お話有難うございました。宜しくお願いいたします。この流れの中でやはり広告収入

ということに関して、少し一般的な質問をさせて頂きます。ニトリさんのご判断、いろいろ

詳しいことあったとは思うんですが、残念ながら私達が購買して支えられなかったことも

含めて、広告媒体としての力がお支払い頂いたお金に見合わなかったのかなというの

が、一般的に考えた時にそうなるのかなと思います。これまで続けて来られた成長が鈍

ったっていう所で判断されたのじゃなくて、更に成長されている中での判断というのが

非常に痛いなと自分自身考えたんですが、そういう要素があったという中で今後、広告

媒体としての魅力をどういう部分で打ち出していこうとお考えなのか。先程Ｊ１平均として

の強化費比較もございましたけれども、もし今後５段階計画の中にあるＪ１定着ということ

で１５億の予算をいずれは達成したいとなった時に、ニトリさんのような優良なスポンサ

ーさんであってもこういう判断をされたということに、別で広告媒体としての魅力を打ち

出していかないと行けないと。今その辺りの変化或るいは改善についてどのようにお考

えなのか、その道筋ちょっとお聞かせください。

矢萩：ニトリさんのお考えについては、なかなかディテールお話でききれない部分があるん

ですが、ご承知の通り新聞報道でも一部出されてますけれども、ニトリさんが（ユニフォ

ーム）スポンサーに加わったのは２００８年シーズンからで、２００７年に石屋製菓さんを

巡りいろんな問題が発生した時。当時、北海道フットボールクラブの役員でもあった石

水さんのお立場からして、石屋製菓さん自体の経営状況が不透明になった時期イコー

ルコンサドーレの経営にも深刻な影響を与えることになっても困るという思いも。その時

に石水さんの昔からのご友人でもあり親交のあったニトリさんに、石屋製菓さんに代わ

る立場でのスポンサー協力をしたというふうに、前任の社長から聞いております。その

時特に１年で辞めるとか２年で辞めるとか具体的な年数の条件はなかったので、毎年

毎年スポンサー継続することを念頭に置きながら、大体９月から１０月くらいに掛けて打

診を。担当レベルよりはどちかというと似鳥社長と私が直接やり取りをする中で意向確

認を、過去２年間はしてきたということです。まあニトリさんがそういうことで（ユニフォー

ム）スポンサーに加わったことについては、ある意味最初から変な話で、私が言ちゃうと

ご幣あるかもしれないんですが、似鳥さん自身が強くコンサドーレの価値を認めて（ユ

ニフォーム）スポンサーになる意向を示されたというよりはどちらかというと受動的な形。

そういう状況を勘案して似鳥さんとしてもコンサドーレに限らずいろいろな形で地域貢

献を行ってきたり、出身校である北海学園大学で寄付口座っていう形で学生のサポー



- 26 -

トを行ってきたり、夕張の桜運動をサポートしてきたり、昨年は更に厚生年金会館のネ

ーミングライツで協力したり。既に東京の一部上場企業で全国的に注目される企業で

あるんですが、やはり北海道に対する思い入れが強い中でいろんなことを展開されるの

中で、たまたまコンサドーレの（ユニフォーム）スポンサーになって頂いたというのがきっ

かけだと、私は認識してます。何がポイントとは言えないんですけれども似鳥社長自身

の中には北海道意識っていうのは十分ありますからコンサドーレを助けること、北海道

にいろんな形で貢献することについては何の迷いもなかったと。ですけれども一部上場

企業の大きな会社でございますので、当然その中で億単位のスポンサー料払うというこ

とが経営にとってどういうことなのか、取締会の中でいろんな議論があったというふうに

はお聞きしています。取締役会では、そもそも論としてコンサドーレに億単位のお金を

出すことには否定的な声が強かったと。１年でＪ２に落ちることによってその声が更に強

くなったと。１年でＪ１に戻っていれば継続したっていうふうに私は言われてますけれど

も、結果Ｊ１に戻れなかったということで、似鳥社長からは２年間で一応。いろんな経過

はあったけどもニトリとしての役割は果たせたし終わったのでスポンサーから降りたいと

いうのが、私と似鳥社長直接やり取りした経緯でございます。スポンサー料２億円の他

に初年度は寄付金１億円頂いてますから、２年間で５億円という巨額をコンサドーレに

対して出資もしくはスポンサーって形で出費して頂いたことについては、ここ２、３年の

コンサドーレのベースを作ること、特にチーム力を強化することについて相当大きな効

果があったと思います。減資から増資に掛けて一時相当厳しかったクラブ経営に一定

のプラス効果があったということもありますので、私としては感謝するしかないのかなと

いうふうに思って、やり取りをさせて頂いた。それで今後ということなんですけれども、皆

さんも各クラブのユニホームスポンサーがどういう形で構成されているか、ある程度ご承

知かもしれませんけれども、例えば胸スポンサーで２億円出しているっていうのは、実

はあんまりありません。Ｊ１の一部、親会社がスポンサーでもある所は当然ある訳ですけ

れども、そういった所は２億３億じゃなく１０億だったりする所も結構ある訳ですよね。単

純に親会社がない中でコンサドーレが集めているスポンサー料については、私は水準

としてそんなに低くないのかなと。北海道にゆかりのない企業がユニホームスポンサー

になるケースは、これからは相当厳しくなると思います。その中でサッポロビールさんは

もともと北海道出身、ＪＡＬさんはＪＡＬさんで全国の中でも拠点地域だということもあって

スポンサーさんに加わって頂いてます。けれども北海道出身であるとか北海道地域の

営業を特化するとか、そういうタイミングでもない限りは、どうしても地元スポンサーさん

中心の構成にならざるを得ないのかなと。ここ何年間かの平均数字である４億から６億、

このあたりが今、コンサドーレが持っているスポンサー価値としてはマックスに近いのか

なと思っています。但しユニホームスポンサーさんは億単位、数千万単位のお金が動く

訳ですから、そう簡単に入れ替えがきかない。我々が営業努力で増やしていく要素が

あるとすればクラブスポンサー。一応５０万、１５０万、２００万、３００万、５００万、１千万、
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２千万と、相当細かいカテゴリーを設定して各企業にお誘いをしてます。日本語的には

可笑しな言い回しになっちゃいますけれども小口の所を件数集めるやり方を、もう少し

徹底してやっていく必要があると。北海道の企業に数千万、億単位のお願いするには

相手数がちょっと少なすぎるかなというのが実感としてありますので。より幅広く支援し

て頂けるようなスポンサー営業をこれから繰り返しやって、その中で今の水準を何とか

維持していくのが精一杯かなと考えております。親会社でも何でもない所が、出してる

チームの胸スポンサー価値として何億円が広告価値としてふさわしいという所をきちっ

と言いきれる所はどこもないのかなと。私も前職で営業というか広告系のことをやってき

た人間なんですが、なかなか計測不能の状況ですから。去年まではたまたま胸が２億と

いう価値を持ってましたけれども、今年はたまたま若干目減りしてトータルでユニホーム

計が何千万か落ちることはやむを得ないかなと。ですから単なる広告価値としてのユニ

ホームというよりは、我々としてはコンサドーレに協力して頂く形の中で、私達と一緒に

北海道でいろいろな地域活動、営業活動をやっていけませんかと、どこまで説得力ある

形でお話できるかがすべてなのかなと思ってます。最近はどちらかというとスポンサー

料、広告料収入が若干ウェイト高かったんですが、これからはますます興行料収入、所

謂お客さんを如何に集めるかという方にウェイトを置きながらやっていくことが経営的に

見ると当面一番大重要なのかなとそう思ってます。こんな所で宜しかったですか。

挙手者：ご丁寧な説明頂いて有難うございました。ユニホームスポンサーに関しては、どこか

のチームで何か実態の怪しい企業が大きなお金みたいな話も聞き及んでおりますけれ

ども、そういうこととは全然無縁ということで安心いたしましたのと、最初に質問された方

と共通ですけれども、もしかしたらいずれ５段階計画の少なくても５段階目については

何らかの形で折り合いつけなきゃいけないのかなみたいなことも考えながらお話伺って

おりました。有難うございました。

矢萩：はい、有難うございます。

司会：はい、有難うございます。はい。

挙手者：２０１０年シーズン目前に大変いろいろ課題がある中で、少し飛んでしまったような

質問で恐縮なんですけども、日本協会でやっぱり秋から春に掛けてのシーズンでやり

たいという人がいて。で、クラブとしてこれだけしつこく検討したいという声が上がって来

ることを踏まえて、今後そのＪリーグのシーズンはどうなっていく情勢だと捉えていらっし

ゃるか。そういうふうになるかも知らんていうことであれば、非常に集客で苦労なさって

いるお話ですけれども、試算して、そうなったら成り立っていくんだろうかという検討をな

さったのか。或いは積雪地域にある他のクラブと連携して何とか回避しようというような
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動きを実際なさってるのか。その辺、お話聞かせて頂ける範囲でお願いしたいと思いま

す。

矢萩：この件に関して皆さんも相当関心が高いということは、十分私も認識しております。実

は２００８年、各クラブにＪリーグからアンケートが。もし変えるとすればどういう状況があ

るかっていうことですとか、そもそもどうなのかとかいうようなアンケートがあった上で、２

００８年１２月から去年の頭に掛けて、Ｊリーグとしてはいろんな角度から検討した結果、

シーズン制の変更は現状では採らないとＪリーグの最終結論として、去年既に出してい

ます。北海道は中でも一番条件厳しい所ですから、クラブとしてはいろんなデータを示

しながら、いい悪いの前にできないものはできないという立場で何故できないかというこ

とを。言う必要もないことなんですが主に試合ができないということと練習環境がないと

うことを中心に、気候的なデータ、冬場の交通トラブルのデータ、考えられるあらゆるデ

ータを公的データも加えながら出した上で、賛成か反対かと言われれば当然反対とい

う立場を主張してきました。私としては、賛成反対というよりできない所がたくさんあるの

にどうしてくれるんだと。それでその後も何回か。今の感じでいうと、協会の会長さんと

それ以外みたいな構図になっている所が私としては非常に残念だと思いますし、逆に

そういう構図になることによって会長が目指している代表チームの強化イコール日本サ

ッカーの発展が、ややちょっと違う所に論議が行っちゃってることが個人的に非常に残

念に思っています。日本のサッカー界とか日本代表が強くなって頂くことを我々も望む

のは当たり前のことですから、会長がおっしゃっている方向性について１００％否定する

つもりはありませんけれども、現状札幌は立場を変えるつもりはありません。我々が出し

てきたデータ、説明してきた物事に対して明確に回答も頂いてませんし、クリアできる状

況にもなっておりませんので。強行にシーズンを例えば小刻みに１月まで伸ばすとか、

そういう説もあるようですけれども、そういったことが実現するとは私は思ってません。そ

れから、もうひとつ。どうしても北対南という構図のように受け止められている部分がある

と思いますが、実はＪリーグの中では、私の感じでは７、８割のクラブが反対を表明して

ます。所謂雪国、寒冷地クラブ以外でも例えば南の方の京都とか神戸とかも冬に試合

があって出来たとしてもお客さん集まらないということを主な原因として反対の所が圧倒

的に多い。積雪地域については、うちも新潟も仙台も山形も富山もそうですけれども練

習及び試合環境がないということは、共通のことですから当然のことながらそういう説明

をしていると。それからこの間、Ｊリーグの実行委員会が１月にあった日に私はちゃんと

時間に間に合ったんですけれども、新規参入の北九州の実行委員、社長が雪害トラブ

ルで遅れてしまったという状況もあるぐらいで、今全国で雪が降ったりしてますし、この

間の代表戦だって相当寒い中でお客さんもあんまり集まってないということだとか、もろ

もろ考えますと、この問題については急いでどういう結論になるというふうには全く思っ

てません。こういったことは誰かが言い続けなければ物事が変わっていかないというの
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も、このことに限らず歴史上の事実としてはありますから、まあ協会会長がそれを言い続

けること自体については、私は一定の評価というより立場上どうぞと。それと出来ないと

いうこととはまた違うと。つい一昨日もあったんですけれども、会長の新しい案について

具体的にＪリーグの実行委員会で説明もされておりません。改めて審議しているという

状況にもないという所でございます。こんなところで宜しいでしょうか。

挙手者：どうも有難うございました。

司会：はい、有難うございます。恐れ入りますが時間が押しておりますので、質問はここで打

ち切らせて頂きます。これから休憩に入ります。休憩時間が極端に短くなっております

が、後ろの時計で３時１０分から、次はサポーターからのお知らせをさせて頂きます。で

は、休憩とさせて頂きます。

－休憩－

司会：はいそれではお時間になりましたので始めさせて頂きます。後ろお願いします。一旦

閉めてください。サポーターからのお知らせで、私どもの受付にお申し出のあった方か

ら順番に指名させていただきます。まず、ほくせんさん、お願いいたします。前出てしゃ

べられてもいいですし、その場ででも結構ですので。

ほくせん：あの、ひっそりと、ここで話をさせていただきます。

司会：はい。じゃあ、お願いいたします。

ほくせん：じゃあ、立って。みなさま、こんにちは。すみません、後ろ向いちゃってるかもしれ

ないですけれども、ほくせんサポーターズカードの斉藤です。今回も寄付金額の中間

報告させていただきますので、よろしくお願いいたします。まず、前年度の寄付金額、

２，９２４，３２１円となっておりまして、わずかに３００万には届かなかった。昨年の最終

戦当日に矢萩社長に、今回はサポカードのメンバーの渡辺様に代表となっていただき

ましてお渡しいただきました。皆様、ありがとうございました。去年は昇格逃しましたけれ

ども新しい石崎監督のチーム作りですとか昇格の思いが反映されまして、メンバー皆様

のご利用金額は年々おかげさまで増えております。サポカードメンバー皆さんのご利用

のすばらしさはわかっていたんですけれども、昨年もチームへの熱い期待を寄せられて

いると言うのが寄付の金額でも実感しておりました。新年度が９月から始まっておりまし

て、今集計が出てます金額をご報告しますが、こちらが１２月まで何とたったの４ヶ月で

１００万円を超えまして。（会場笑）すごいですね。１００万３８０円という、何となく切りが
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いいような悪いような金額なんですが、今までで４ヶ月で１００万超えるというのは初めて

なので私もびっくりしました。去年ご報告させていただきた時も９５万だったかな？超え

て記録を塗り替える金額だったんですけれど、今期は更にすごい。新しい選手加入で

すとか、そういうこともあって、その気持ち、チームへの期待の表れがでてるのかなと思

います。こちらの方では３００万超えを目標にしているんですけれども、今年はもしかし

たら現実となるかもしれないと期待を寄せているところなので、また今年度も皆様よろし

くお願いいたします。今日ご出席していただいている皆様、サポカードをお持ちいただ

いている方も多いかと思うんですけれども、改めてご案内させていただきます。ほくせん

サポーターズカード、ご利用金額の１％がチームの方に寄付されるというカードとなって

おります。もしかしたらお持ちでない方、それからお友達ご家族でお持ちでない方いら

っしゃいましたら是非この機会にお申し込みいただければと思います。ご入会いただき

ましたら、プレゼントもご用意しております。すみません、この場をお借りして長くなって

しまうのですが、ほくせんのサービス等をご紹介させていただきます。スポンサーでもあ

る北ガスさん、新聞、携帯等、毎月使う料金のお支払いなど、灯油などのデリバリーも

全部寄付の対象になるご利用となります。あと４月２５日までお得に温泉キャンペーンと

いうものを行っておりまして、定山渓、登別、北湯沢の３箇所の温泉、ほくせんカードの

お支払いで会員特別価格でご利用いただけます。４月までのロングランキャンペーンで

すからご家族お友達と春休みの宿泊ももちろんですけれども、開幕戦も始まっています

から、もし良ければサポーターの皆さん同士の交流などにもご利用いただければと思い

ます。ホームページで詳細もご紹介しておりますのでご覧ください。もうひとつお得なの

が、昨年もご紹介させていただいたのですけれども、毎月の明細をほくせんＷＥＢで確

認できるサービス。ペーパーレスで環境にいい、毎月ＷＥＢで明細登録していただきま

すと２０ポイントが黙っててもプレゼントとなりますので、皆様是非ご利用いただければと

思います。あと、ほくせんポイントアップ．コムというショッピングサイト。ほくせんのサイト

からショッピングしていただきますと、サイトによっては１．５倍から最大で１６倍になると

いう魅力的なサイト。今ですと今月一杯までの期間限定なんですが、１周年記念でポイ

ントが更に倍になるキャンペーンを行ってます。１６倍のサイトに行っちゃうと、なんと３２

倍。是非ご利用いただければと思います。サービスの一部ですけれども、ご紹介しきれ

ないものはほくせんのホームページで随時ご覧いただければと。こういったちょっとした

ご利用で、また今年もＨＦＣさんにたくさん寄付できたらいいなと思っております。最後

になりますけれども当社、今年もチームスポンサー、やらせていただくことになりまして、

引き続きチームを応援させていただくことになりました。サポーターズカードもおかげさ

まで１０年目に突入し、みなさんに認知されているところも大きいかと思いますが、毎年

チームに寄付ができるのもサポカードメンバー皆様のご利用のおかげだと思っておりま

すので、これからもよろしくお願いいたします。すみません、後ろ向いて見えなかった

方、ありがとうございました。（会場拍手）
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司会：ありがとうございます。でも冷静に考えたらすごいっすよね。一年間で約３００万位寄

付するということは、３億買ってるんですよね。みんなお金持ちなんですね。そういった

形で何かを買って、それが間接的にチームに、今回の寄付は直接的になりますけれど

も、もしよろしかったら利用してください。では、次に長島さん、お願いします。

長島さん：こんにちは。またかよって言われるかも知れませんけれども、また開幕１週間前ち

らし配布をしたいと思います。今年は１３日がホーム開幕なので６日。場所は丸井今井

一条館前あたりで、お昼くらいから。結果決まり次第、クラブのオフィシャルホームペー

ジですとか一般紙スポーツ紙の短信、あとたくさんあるホームページの中で皆さんがよ

く見るサイト。２ちゃんは入ってませんけれど、そちらの方で告知したいと思いますので

ご協力の程よろしくお願いします。以上です。（会場拍手）

司会：はい、ありがとうございます。あと、南郷さんいます？いいですか？あれ？

南郷さん（以下南郷）：このタイミングでいいんですか？

司会：はい、いいですよ。

南郷：南郷です。お世話になっております。昨年、個人的事情で最終戦の１試合しかでれな

くて歌詞カードを配れず、聞いたところによると「歌詞カードを配っている人はどこにい

ったんだ」とか（会場笑い）「どこで配っているの？」とかいろいろ聞かれたんだそうです

けれど。大変申し訳なく思っております。本題に入る前に２、３点ほどお話をしたいので

すが、本題の説明をするのに資料を作ってきましたので（会場拍手）配っててください。

お願いします。ひとつはさっきの歌詞カードの話でそれはもういいですね。もうひとつ

は、実は札幌赤黒連盟というところでサポーターの自主ちらしを配っている活動をして

おります。そうは言っても、ごめんなさい、実質一回しかでてないので、ほとんど活動ら

しい活動を私自身はできないのですが、ニトリさんですとかゼビオさんですとか、あと札

幌市内のあっちこっちのお店や何かに、おかせていただいております。内訳話をします

と、サポーターがまるっきりお金を出して、普通の人が作っているものですから、ＨＦＣと

スポンサー契約をしているわけじゃないんで、コンサドーレの写真、図柄一切使えない

んですね。後ろにいますけれど。お手元にあったら確認していただきたいのですが、な

んにも入ってないはずです、コンサドーレのそれらしいもの。なんか選手が写っている

かなーとか、応援風景が写っているのかなーというようなものはなんとなく想像できるも

のが入っているかもしれませんけれど、そのものズバリというのはできないのです。なぜ

かと言うと、Ｊリーグさんの映像ですとかＧＯＯＤＳですとか管理しているところが使っち
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ゃなんねー、お前は何者だ！と言う話になるので使えないということらしいです。デザイ

ンをしている人がかなり苦労して、私はデザイン力もなんにもなくて全然お手伝いでき

なかったんですけど、かなり苦労して作って去年やりました。今年も今一生懸命企画を

しておりまして、３月１３日の開幕に合わせて、また配りたいなと話をしております。試合

会場では総合案内所って言うんですか、私は知らないんですけれど、そういうところが

あるそうで、そこにまとめてゴンとおかれますので試合に来たら何部かずつ持ち帰って

いただいて、周りの人に配って、新しい観客を是非連れてきていただきたいということで

す。もちろん宮の沢ですとか、いろんなところに置かれているかと思いますので、そうい

うところから取っていっていただいてもかまわないと思います。そういうことで、みなさん

に配られたでしょうか？先に申し上げておきます。説明口調になりますと、どうしても上

から目線での説明になったりして、「あいつは何者だ」っていう話になりがちなんですけ

ど、先に謝罪をしておきます。ごめんなさい。それから、こういう口調でしゃべっていくと

「お前はセミナーかなにかで講師でもやってるのか」っていうなことも言われる可能性も

ないわけではないので、その辺も先にごめんなさいしておきます。それでは、お手元に

配られましたものをご覧ください。まず鹿島・浦和・大宮・千葉・柏・ＦＣ東京・東京Ｖって

書いてあるほうですね。これ、数字が並んでおります。単位は億です。なんの数字かと

言いますと、実はさっき矢萩社長がご自身で言われていたのですが、チーム強化費の

金額です。Ｊリーグのホームページにリンクが張られていて、各年度別の各チームの強

化費が公開されてます。私が別にリーグ行っていちいち聞いてきたわけではなくて、み

なさんも見れますので、間違いがないかどうか、今日家に帰られたら確認されてみてく

ださい。多分間違えないと思いますが、転記の間違えはあるかもしれません。網掛けに

なっているのがその年Ｊ２だよ、という意味です。それから２００５年、間違いがあるかもし

れませんね。２００５年の例えば大宮・千葉・柏とか数字が入っていないところがござい

ます。これは公表されていないです。それで数字が入っていない。それから逆に愛媛と

か岐阜とかまんなかに横線、マイナスが入ってますけど、これはもちろんＪにいないから

ですね。はい。いいでしょうか。平均と書いてますのは、その数字が埋まっているところ

の平均が載っています。鹿島だと平均１６億３０００万、浦和だと２５億２２００万。あと名

古屋はどこかな。名古屋で２０億２９００万ですか。そんな具合になってますね。で、かく

いうわれらが札幌は平均６億７００万という具合になってます。これ平均です。この辺は

事実の数字を述べております。事実の数字を続けて説明だけしておきます。次、裏側

を見ていただけますでしょうか。ここに載っている数字、特に興行収入とか広告料収入

とか販売収入とか先ほど矢萩社長の説明にもたくさんでてきましたけれども、この辺は

北海道フットボールクラブのホームページに会社概況が載っております。有価証券報

告書も載っておりまして、その中から数字をひろっていった結果こういった数字を表に

まとめただけです。私が特別聞いてきているわけではなんでもなくて、私だけが知って

いる数字でもないです。ただ単に公表されているものをちょっと違う形で書いただけで
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す。例えば２００８年の数字からいきますと、単位が千円になっておりますので興行収入

が５億２０２４万７千円。広告料収入が６億５３０万９千円という具合に読んでください。支

出というのはこの収入を得るために直接かかった原価を言います。例えば１００円で商

品を売ったとして、その１００円の仕入れ金額が８０円かかったよといった場合８０円とい

うのが支出に当たります。粗利と書いてありますけれど、これは収入から支出を引いた

金額です。この粗利は実は公表されてませんで、私が勝手に計算しています。支出は

載ってましたので、その数字をそのまま書いてあります。率は粗利の率です。収入の粗

利に対する割合が書いてあります。これから言うと、例えば興行収入５億２千万あります

が、実際にＨＦＣに入ってくるのはその４８％しかないよと。１００円でチケットを買うと４８

円しかＨＦＣに入ってこないよということを意味してあります。残りの５２円はどこに行った

かと言うと、２割がピンハネされて、あっうん（会場笑）２割がＪリーグに行きます。はなか

ら行きます。これは有価証券報告書に載っているんですが、２割は先に行きます。残り

は会場料ですとか、そういう金額になりますね。それからスポンサー収入は、例えば幕

を作ったり、広告看板作ったりですとか、いろんなことで原価がかかるかと思いますの

で、残りの金額が利益率になりまして９４．４％ってなってます。ですから１００円広告料

収入になりますと、ＨＦＣに入ってくるお金は９４円入ってくるということになります。販売

収入はグッズ等の販売収入になっていますけれど、例えばわれわれが買うユニフォー

ム・レプリカとかいろいろありますよね。あれを買うといくら入るかということなんですが、

１００円でグッズを買うと１１円しか手元に入らないということになっております。それから

皆さんご存知かと思いますけど、後援会で毎年寄付が行われていまして、この寄付金

がどこにのっているのかといろいろ探して、引っ張り出しました。これも実はホームペー

ジに載っておりまして、北海道後援会っていうところのニュースの出てくるところがある

んですけれども、それをパソコンマウスでずーっと下に下げると、今期はいくら寄付しま

したというのが過去３年分くらい載っておりましたので、それを順番にひろってきました。

合ってるかどうか、ちょっとわからないです。それから試合数と総入場者数と平均入場

者数というのは、上の表は単位千円だったんですけれども、ここに載っているのは人で

すね。試合数はそのままです。２００８年の例で行きますと２，１０４、これは私が勝手に

計算した数字で、上の方の興行収入５億２０２４万７千円を総入場者数で割った数字。

だから一人当たりいくら入ってきてるのっていう数字です。２００８年は２，１０４円、２００

７年は１，５９８円、２００６年は１，４２６円というふうに読んでください。ここまでいいです

か。その下です。トップチームの給与ってのも実は公表されてまして、それも載ってまし

たので拾い出してきてます。給与等で７億１，６５２万４千円。これが給与です。遠征費

が８，２９７万円かかってます。これ、２００８年ですよ。Ｊ１の時ですね。試合数が少なく

ても、これくらいかかっていると。用具備品医療が１，１００万円かかってる。他管理費で

８，９００万。この他管理費の内訳がわからないので、あんまりするどく突っ込まないよう

にしようと思います。が、だいたいトップチームを維持するのに９億かかっていると。ここ
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までが事実です。一切私の恣意的な判断ですとか、意見とかは入っておりません。こっ

から私の解釈です。なのでどこにも載ってませんし、「あいつウソ言ってる」と言われても

かまいません。ただし、あくまでこの数字から見えたことを申し上げます。実は２年前ウ

ルトラスが浦和レッズ戦の前に応援を拒否したところで、何日か前かな、説明するから

集まってくれっていうふうにホームページで言われて、急きょみんなで何人か集まった

ことがありまして。そのときと同じことをこれから言おうと思ってますけれども、その時より

も詳しく説明するためにこんな表を用意しました。はい、では言っていきます。こっちの

各チームのチーム強化費の表を見ると、私が思うに、Ｊ１に居続けるためにはチーム強

化費１０億いる、少なくとも。いうふうに見えます。お金を掛ければＪ１に居続けられると

は限りません。ましてや優勝できるとは思いません。ちなみに浦和レッズ２００８年２４億

かけてますが、この時５位でした。２００８年、覚えてますよね。僕らが最下位で落ちた年

です。で、その前年、大々的に優勝してすごいブームになった年ですね。それが２８億

あります。この頃あのＪフォンだかと契約して、胸スポンサーで１１億だか１２億だかどう

のこうのっていう話題になった頃ですね。その頃は浦和レッズ、２８億かけてましたね。２

８億かけたから１位になったかってことじゃなくて、２４億かけても５位しかいってません。

鹿島、ここは３年連続ずーっと１位になってますけれど、２００８年も１位でして。このとき

は１８億５千万のチーム強化費を使っているということです。で、私達の希望がどこにあ

るのか。みなさんのコンサドーレ札幌に対する希望がどこにあるのかで、覚悟をしなくち

ゃいけないってことですね、早い話が。つまりチームとＨＦＣとわれわれファンの間で、

三者でみんな一緒に作り上げているのがコンサドーレ札幌というもの。私達ファンそれ

からＨＦＣ、選手達もみんなＪ１で戦いたいんだ！いつか優勝したいんだ！そう願うのな

ら１０億以上かけれるような予算体制を作らなくちゃいけないですよということを端的に

いってるんですよ、これ。で、スポンサーから１０億以上集めることは事実上不可能で

す。だって考えてみてください。みなさん、この中で会社の役員さんですとかいらっしゃ

ると思うんですけれど、単に地上波の放映もないサッカーチームのスポンサーで１０億

出そうと思います？思わないでしょ？どうですか？せいぜい１億２億くらいが関の山で

すよね。特に北海道に根ざしてたら尚更だと思いますけど。そんなに経済基盤大きくな

いですもの、札幌とか北海道とか、現実問題。そう考えると、これ以上スポンサーからは

収入は期待できない。さっき矢萩社長も説明を一生懸命されてましたけれど、おっしゃ

る通りだと思います。これ以上のスポンサー収入は期待できない。じゃあ、あとはどうす

るかというと、僕らファンが集めなきゃいけないんです。みなさんが期待しているのが「Ｊ

２でいいんだよ」「Ｊ３でいいんだよ」もしくは「このままでいいんだ、私達がやらなくてもい

いんだ」との思いならこのままです。Ｊ１にあがることありません。じゃあねということです。

もう今年上がれるかどうかわかりません。来年も上がれないと思います、このままだと。

ごめんね、私サッカーのことあんまりよくわかりません。お金の話しかわかんないです。

なので、お金の面からしか言ってないですよ。午前中三上さん、強化部長ですかこられ
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て、あの部長の前でこの話をするのはイヤだなーと思っていたんですけれど、本当にお

金から見るとそういうことが言えます。だって１０億いるんですもん。新潟見てもらって、

いいですか。新潟、僕らと一緒にＪ２に最初いました。Ｊ１に上がった後ずーっと降りてき

ません。ずーっとＪ１です。これを見ると１２億以上かけてます。１３億くらいいるんです

よ、居続けるために、正直言うと。１０億って言いましたけれど、１０億くらいだとどうなる

かと言うと神戸、見ていただいていいですか。神戸、２００６に一回Ｊ２に落ちています。

また上がりましたけれど。それから広島、これも１０億ちょっとくらいなのですけど、上が

ったり下がったりしています。もっと言うとですね、京都見てもらっていいですか。京都も

上がったり下がったりしてますよね。ここ何年かは２００８年以降がちょっとないのがなん

とも言えませんけれど、ただ１２～３億くらい出しているんだと思います。だから、ここ一

番に落ちずにがんばってこれたのかな。千葉、千葉はどこかな。千葉１４億くらいかけて

いるんですね。それでも落ちる。だから、必ずしも１４億かけたから落ちないよと言って

るんじゃないんです。少なくとも１３から１４億くらいのお金をかけないと、Ｊ１に居続けら

れないよって言ってるんです。いろんな事情で落ちたり、いろんな事情で優勝したり、

優勝できなかったりしますけれども、少なくともそれくらいはかかります。数字からいうと

そういうことが見えます。断言調でいってますけれど、あくまで私の解釈ですからね。ど

こにも書いてませんよ。「あいつはあんなことい言ってたけど、どこか本に書いてたの

か？」そんなことはどこにもないです。サッカー批評にも書いてませんから。ないですよ

ね。それから裏側の方見てください。ネット上とかブログとか、みなさんが集まった居酒

屋さんですとかで、いろんなこと言って楽しむというのも私達の趣味のひとつ、楽しみ方

のひとつです。例えば「選手の足が遅いしなー」「点数入らないしなー」「どうすんのか

なー」、そういう話をするのは自由なんです。自由なんですが、実は私達が出したお金

で選手達を雇ってません。何をいいたいかと言うと、２００８年をちょっと見ていただきま

すと編みかけているところありますよね。わかりますか。収入で編みかけてます。興行収

入のところと販売収入のところとその他収入のところに網かけています。それから後援

会寄付金のところにも網かけています。これは私達が直接お金を出した部分です。そ

の合計金額が、実は合計をしておりまして、＊印で下に７億５９００万と入ってます。これ

は私が足しました。書きました。７億５９００万で、トップチームをまかなっていないです。

トップチーム、その年９億円かかってますので、私達が払った分では到底無理です。そ

れから２００７年を見ますと６億８千万、しか出してませんが。あっ、この年はなんとかま

かなっているんですね。２００６年見ましょうか。２００６年は６億２４００万しか払ってませ

んから、６億９千万かかったトップチームをまかなってません。もっと厳密に言いますと、

僕らが払ったチケット代は４割くらいしか、もしくは２００６年で言うと２８％しかＨＦＣにお

金が残ってってませんので、厳密に言ったら全然足りないんです。雇ってもいない選手

のことを僕らは一生懸命文句を言ってるわけですね。「あいつできねー」など、どうなの

こうなのって。どうも「言う意味があるのかい？」って話ですね。で、その表の下。なんの
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こっちゃと思われると思いますが、これは私が勝手に作りました。チーム強化費に１０億

いるなら、僕らで１０億集めるにはどうしたらいいんだってことで、計算式を作ってみまし

た。単純にですよ。１０億円を１万人で集めるとすれば一人１０万円です。年間１０万円

は大変だなーと思われるので、月に直しました。８，３３３円。２万人の人で頑張って集

めると年間５万円です。５万円集めると、月に直すと４，１６７円。なんかなんとかなりそう

ですよね。３万人で集めると３３，３３３円、年間ですよ。月にですと、２，７７８円。ありゃ、

これはなんとかなりそうですよね。という計算方法。更に月に１，０００円出したら、年間１

２，０００円ですよね。１２，０００円を何人集められたら１０億になるのという計算もしてい

ます。８３，３３３人です。ちょっとあれだな。（会場笑）月に３，０００円くらいならどうです

かね。３，０００円で年間３６，０００円ですから２７，７７８名。なんとかなりそうっすかね。

頑張って１０，０００円出すと、８，３３３人で足りると。そんな具合になります。わざわざこ

んな、みなさんの前に立って何が言いたかったかと言うと、サービスというか北海道フッ

トボールクラブがやってるのは所詮興行、見世物です。だから僕らにとってみたらサー

ビスなんです。サービスを受け取る側です。今までは私もひっくるめて、多くの人は「受

け取ればいいんだろう」「お金を払ったらサービスを受け取ってそれで終わりだろう」と

いう考え方をしてきたのが多いんじゃないかと思うんですね。いわば床屋さんに行って、

お金払って黙って座ってたら、なんにもしなくても髪の毛切ってくれる、そういうもんだろ

う。そう思ってたんだと思うんです。私もそうでしたから。でも、その結果どうなったかっ

て言ったら、Ｊ２にいて今期の強化費予算は４億５千万しかない。４億５千万しかないの

に、２０何億ある強化費のあるところと戦って、Ｊ１で優勝できるはずはないですよね。１０

億以上チーム強化費で作っているＪ１のチームと戦って、残留し続けることができるでし

ょうかね。そう考えてそんなこと言っていると、実は同じようなことを何度も何度も仲間達

の前で言ってるもんですから、仲間達から返ってきた答えはこんな答え。「だってね、僕

らのチームは育成型にしたじゃん」「給料安いからいいじゃん」「それでも上がれるよ」。

それでもあがれるんです、Ｊ１に。だってあがったじゃないですかこの間、２００８年。あが

りましたよね。あがってどうなったかって言ったら「いやー札幌さん育ててくれてありがと

う、じゃあダヴィもらっていくからね」。これなんですよ。だってね、給料上げてあげられ

ないんです。皆さん会社で新入社員が入ってきた。２年３年経って仕事を覚えた。いや

ーあいつ仕事覚えてできるようになったよね。当然本人だって来年給料あがるかなって

期待しますよね。だけどこの会社給料あげてくれないんです。「ごめん、来年給料カット

するから」「え！だって、仕事できるようになったじゃない」「いや、会社の予算がないん

だ」。さっきの三上部長の話じゃないですけれど、みなさんの給料カットしたそうですか

らそれとおんなじことなんですよ。育成型で月額１５万円の給料しか払ってない社員を

集めて会社を作りました。一人一人に給料３０万か４０万くらいの人と同じくらいの仕事

を頑張って覚えてやりなさい、頑張りました。頑張った結果Ｊ１に上がれました。あがった

けど１５万の給料しか払えません。さぁどうなりますか？「社長、僕、隣の会社行ったら給
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料２０万もらえるっていうんでそっち行きます」。そう言われたら断れないですよね。ネッ

トの掲示板ではよく言うんですよ。その自分を応援してくれたファンを裏切って別なとこ

ろに行くのかって。そう言う声をよく聞くんですけど現実問題、あなたならどうします？

「君、同じ仕事をうちに来てくれてしてくれたら、明日から３倍の給料出すよ」。私だった

らすぐ行きます。だって３倍ですよ。当然行きますよ、おんなじ給料ですもの。おんなじ

仕事やって３倍出してくれるなら当然いきますよね。僕らはそれを止める術はないので

す。この会社は特に術がないんですよ。だって１５万の予算しかないんですから。長々

説明してきましたけれど結論です。僕らはここで覚悟を決めなきゃいけません。僕らが

本当にこのチームに望んでいるのは何なのか。「Ｊ１にあがっただけじゃなくてＪ１に定着

し、尚且ついつか鹿島スタジアムで優勝して、堂々と俺達の歌を歌い続けてやるんだ！

それが夢なんだ、俺の」みたいな、そういう人達だったなら、いくらどうしたらいいの？

ね。「いくら石投げられようが、何しようが関係ないんだ。俺達はあそこで優勝決めたい

んだ」ということにしたなら、どうしたらいいの？そういう話です。ここまで言うと何を言い

たいのか何となくわかったかなと思うんですけど、じゃあどうしたらいいかと言ったら、例

えば試合ごとに１０００円札握り締めてＨＦＣに募金箱を用意してもらって毎日１０００円

づつ入れるよーとか、５０００円ずつ入れるよーとか、足りなかったらね。あとは丸井さん

の神社に寄付するとか、毎回毎月入れるとか、お金をどんどん出していかないといけな

いんです。もしＪ１に行きたい、Ｊ１に定着したいと願うならだったらですよ、僕らがお金を

出さなかったら、どっからもお金出てこないんですもの、だって。もしくは最初のうちは

自分でチケット代を負担しても友達を連れてくる、無理矢理拉致してくる。その友達が

はまってきたら、次の友達もまたはめてくる。（司会：ある意味、宗教団体ですね。）そう

そうそう。それをやって、僕らの仲間を増やしてお金を落としてくれる人をどんどん増や

すか、どっちかですよね。違います？だってお金集まんないすよ。それともこの人数で

１０億負担しますか？とんでもない金額になりますよ。長々長々になっちゃいましたけど

も、是非みなさんの中で、みなさんがグループに帰った時に、どうやってお金を出した

らいいんだろうね、ということを話してみてほしいんです。で、もしじゃあこうやろうってい

うのが決まったなら是非教えてください。参加したいと思うんです。今までは、なにかい

い活動しようとしても自分達だけでやってるんですよね、よく聞くのは。「私はこうやって

るわよー」「私は友達連れてきたわよー」、でも「私は友達連れてきたわよー」じゃなく

て、その友達を連れてきたやり方を広めない限り、１人２人連れてきたって終わりなんで

すよ。１人の人が１人を連れてくるんじゃなくて、１００人の人が１人連れてきたら１００人

増えるじゃないですか。だから同じやり方を他の人にもやってもらうように、やり方をどん

どん増やしていく、伝えていく。周りの人にも増やしていく。そのやり方をしない限り、僕

らが増やさない限り、観客は増えませんから。北海道新聞社に増やしてくれって言って

も無理ですので。
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司会：南郷さん、わかりました。

南郷：はい。ということで、長々どうもすみませんでした。ありがとございました。

司会：はい。どうもすみません。（会場拍手）たしかにおもしろい着眼点だと思います。先ほど

言ってた２００８年のところ、いわゆるわれわれが間接的にチケットを買ったりグッズを買

ったりして７億５９９８万５千円投資してますけども、南郷さんいうところの粗利率でいく

と、実際に我々が７億５千万いろんなお金を使っても、ＨＦＣさんの方に実入りとして入

るのは３億４５３３万３千円と。おのおの４８．５％、１１．７％、６４％の粗利率で計算する

ということですね。その３億４５００万では、実際いろいろグッズとか買っているけれども

選手を雇ってないと。いわゆる企業にだしてもらったスポンサーの広告収入がほとんど

そういったものを支えているんだと。だから例えばダイレクトにお金を寄付するなりなん

なり。ソシオみたいな、バルセロナとか同じようにダイレクトに毎月なんぼかお金を出

す。例えば１年間１５万出すとか２０万出して、そういう人を４万人集めればメッシにオフ

ァーも出せるよという、そういうチームを作ろうかと、そういうような発想もまたクラブ運営

のためにはひとつの方法かな？ただそういったソシオみたいなものをやれば、また意見

の対立というのもでてきますしね。お金を出したら出したなりに、やっぱり言いたいこと

は言いたいという人も多くなりますから。今いろいろな部分で分析していただいたこうい

うのも自分でやろうとしたらなかなかできない資料なんで、作っていただいたことはあり

がたいなと思います。これから見ると、少ない予算で結構頑張っているじゃない！我が

チームということが証明されるとは思うんですけれども、これ以上もっと上を目指すの

か、安定志向を目指すのか、それとも今こういうご時世ですので、企業もなかなか投資

をしていただけなくなってくる、広告収入も集まらなくなると。もしかしたらサポーターが

ソシオみたいな形でダイレクトにお金を出してクラブを支えなくちゃいけない時が来るの

かもしれないよという、ひとつの資料だと思いますね。九州方面でもお金がなくて困って

るチームもありますけれども、うちのサポーターはこういう数字的なものをお勉強するこ

とも必要なのかなと。昔、今カタールかどっかにいっちゃったすごい選手のパス買うた

めに３ヶ月くらいで３億集めたサポーターですから、いざとなったらチームのためにお金

を出すだけの自力はあるのかもわかりませんけれども。でも集めるとしたら毎年これだけ

のお金を継続的に我々は出さなければチームは運営できないんだという現実も、この

資料から勉強させていただいたかなと思いました。どうもありがとございました。あと、何

かお知らせございませんか。はい、なければ松野さん、お願いいたします。今準備して

る間を利用しまして業務連絡、不況を受けまして年々サポーターズ集会のカンパも右

肩下がりで、現在７万円ぐらいのカンパを頂戴しております。もし小銭がございましたら

帰り際にちょっと、チャランと入れてっていただければ助かります。よろしくお願いしま

す。今回は同志社大学のライフリスク研究センターというところに在籍されてます松野さ
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んに。スポーツボランティアの分析をされてる所がありまして、いろんな論文読ませて頂

きました。なかなか着眼点として面白いなと思いましたので、皆様にも聞いて頂きたい

なと思ったので企画させて頂きました。これから１時間ぐらい、松野さんにマイクをお渡

ししますのでよろしくお願いいたします。

松野さん：私、関西コンサドーレ札幌ＯＳＣの松野でございます。昨年の９月にオギ君が中

心なってやっと十数名で立ち上がりまして、今年で２年目の活動を予定しております。

ご存知だと思いますけども、かつてサッポロビールからコンサドーレに出向しておりまし

て、まあ一番辛い時と言いましょうか、５段階計画を作ってスポンサーさんを廻りますと、

当初５年計画って僕らは申し上げてたんです。そうしましたら、あるＪＲさんに行きました

ら５年後にスポンサーなりますって。松野君、５年計画は止めた方がいいよって言われ

て実は５段階計画に変わったと、そんな様ないきさつがございました。今お話伺って本

当にすごい方が現われたな、コンサドーレって本当になんちゅうチームだっていうのが

正直な所でございまして。実は出向元に戻り西日本ロジセンターという所で、西日本、

静岡から西の物流の現場を全部持ったんですが、その時に大阪に駐在をしており、こ

のまま単身赴任で生活を続けるとアル中になって北海道に強制送還されたら困るという

ことで同志社の総合政策の博士課程入りＴＩＭ、これはＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔと言いまして、どちらかと言うと技術系の所。そこに潜り込みましたと

ころ先生から、私自身はサッポロビールになんとかイノベーションを起こさなきゃいけな

い、そのネタを探しに大学行ったんですが、あなたはとても面白い経験をしてる、スポ

ーツの経営なんてやった人は誰もいない、是非スポーツを中心に研究しなさいというこ

とで実はスポーツからイノベーションを見てみようと博士号を書きまして、技術経営の博

士号を頂戴しております。しかしながらやってることは極めて技術とは遠い、どちらかと

いうとソフトな面でございまして、「ライフスキル教育」という本を出しました。これはラグ

ビーやってた大八木ですとかあと誰かな知ってる人、大学の先生だとかその辺が集まり

まして、今の学生何とかせねばいかんな、運動部何とかせねばいけんな、という所へ潜

り込みまして一緒に研究を続けたその成果でございます。なんでこんなことをやったか

といいますと実は大本は１９８０年代のアメリカで、今日するお話は実はこっちの方なん

です。８０年代ってのはアメリカは景気が非常によろしくなくて、大学スポーツの中でも

モラルは下がるし学力は下がるし、どんどん留年をするし犯罪に手を染める。スポーツ

選手を引退した後のセカンドキャリアをどうしようかってな問題が発生した。これは数年

前に大麻の問題であるとか暴行事件だとか、大学の運動部が随分話題になり、その時

にまさに匹敵してるんだろう。従って大学教育全体のレベルが下がれば国のレベルが

下がるんだというような理論を使ってそのままライフスキル教育をしたらどうだろうかとい

うことで研究を進めた成果でございます。実は同志社大学の公式野球部がちょっと問

題がありまして約１年半ぐらいずっと一緒にやってきております。９シーズン振りに準優
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勝したということで、秋のシーズンも同じく準優勝。対立命館と第３戦までもつれ込んで

最後の最後に負けてしまったということなんですが、一定の成果は上がったなと思って

おります。コンサドーレさんにもプログラム開発一緒にやりませんかってお誘いしたんで

すが、残念ながらノーサンキューということで、いわゆるプロ球団での実績はありませ

ん。京都に声をかけようと思って当初メンバーで入っていらしたんです。ところが立命館

大学と包括提携契約したもんですから非常に難しいということで、残念ながらまだプロ

チームでの実績はありません。大学の数チーム、それから高校の先生が非常に面白い

テーマであると、プログラムが欲しいということで、今その準備をしております。今日のお

話はそうじゃなくて実はもう一つの方。アメリカ経済が低迷をして、治安が悪化して、個

人主義の国ですからどんどんどんどん人がバラバラになっていった。そうすると社会か

ら安心だとか信頼とかがなくなっていった。その結果国の力が下がって国際競争力の

低下につながるんだと。実はこの裏返しで日本がバブルの真っ盛りの時に日本的経営

と言われまして、日本の経営をすれば全部うまく行くんだと言われて持ってかれたのが

リーン生産方式ってやつですね。何のことはないトヨタの改善をそのまま持ってったとい

うことに過ぎないと我々は思っているんですが、実はその中でやはり何とかせねばなら

んといろんな研究者の方がいろんな角度から研究をしております。特にパットナムという

人らは信頼と規範とネットワーク、いわゆるこういった社会の仕組みを変えることによっ

て社会の効率が変えられるんだということを唱え、ボーリングアローンって本を出したん

です。もともとこの方政治学者なんですが非常に話題になり、経済学、社会学その他ど

んどんどんどん研究が進んでいるというのが現状でございます。信頼と言いましても面

識のない人に対する信頼。知らない人に対してどれ位の信頼がおけるか、もしくは互酬

性の批判と言いまして、日本で言えばお互い様という言葉に象徴されるんですが、見

返りを求めない他者への奉仕の気持ち。そんな行動がどのぐらいできるんだろうか。そ

れともう一つはネットワーク。いわゆる地域のコミュニティであるとかクラブであるとか市

民団体のような、みんなが水平に付き合えるようなネットワーク。そんなネットワークが大

事だと言うことが言われております。表にしますとこんな関係なるわけですが、これがど

うもコンサドーレにあるんじゃないのかなというのが私のテーマ。２年間勤務をさせて頂

いたんですが、とにかく不思議でしょうがないのは雨が降っても雪が降っても本当にど

んなに寒くても皆さんじっと耐えてらっしゃるんです。これは本当に申し訳ないと思って

一番最初にお弁当を値上げしたんですよ、５０円。３８０円のおにぎり弁当から４３０円の

お弁当に変えたんです。そしたらボランティアの方に怒られた。なぜかと言いますとお

にぎりであればポケットに入れておいて自分の空いた時間で食べることが出来る、気を

使って頂くのはありがたいけど迷惑だっていうふうに言われまして、この人たちはなんち

ゅう人たちなんだと。本当に不思議で不思議でしょうがない。多分こういったネットーワ

ークだとか信頼関係だとかってものをしっかりお持ちになった方なんじゃないかなという

仮説を持ち調べたと。実は国もちゃんと調べておりました。２００３年、２００５年なんです
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が、何千万もかけまして２回調査しております。その調査を置いとくのはもったいないん

で、実は考えるのも面倒くさかったんでそのまま調査用紙を頂きました。試合の１週間

位前に、あの頃三谷さんだったっけかな、電話して申し訳ないんだけどちょっと調査し

たいんで協力してくれる？って。やってまいりましたのが２００７年の１１月１８日です。ま

さにあの京都戦ですよね。３万２千入って、本当に殆んど試合が見れなくて残念だった

んですが。この時京都の人は１００人位しか来てなかったんじゃないかな。本当に京都

の人間ってのは燃えることないのかなと思いながら、これが札幌の人だったら絶対１００

０人は行くぞと思いながら見たんです。いずれにしましても考えるのはしょりまして全く

同じ質問用紙を使いました。これからご報告する内容は全国の比較とボランティアの皆

さんの調査をした比較ということで見て頂きます。まず調査対象の年齢構成。当日１２０

名くらい確かいたんですが９４名の方から調査票回収出来ました。但し歳もわかんな

い、男か女もわかんないって方が１名いらっしゃる。学術調査には個人情報は非常に

大事なんですね。絶対個人名なんか出しませんから、年齢と職業お歳等々は是非答え

て頂きたいな。機械的にやっぱりこれは排除するっていう方法を採らないといけないも

んですから。特に９４名しかない時に１名って非常に大きなウエイトがある。但しこの時

に確か３３０名くらいの登録って聞いていましたから、まあ３割近い回答は頂いてるん

で、大体ボランティアの皆さんの傾向がわかるのかなと。特にびっくりしたのがここです

ね。年齢が３０代が２１人、４０代が２０人、５０代が２３人、その前後が１０名、１１名、実

にバランスが取れてるんです。もう一つは男性女性、これも実にバランスが取れてる。

実はスポーツボランティアの場合、基本的に男性が２割方多いと言われてるんです。と

ころがコンサドーレの場合は、今日も半分ぐらい女性がいるのかな、非常に女性が大き

なウエイトを占めてる集団だということが言えるんだろうと思います。ということで中身を

これからご説明していきますけれども、質問数非常におおございます。その中から特徴

的なものを今日はより出して持って来てます。まずご近所付き合いについて伺っていま

す。あなたはご近所の方とどのようなお付き合いをされてますかっていうことを聞いてま

す。「お互いに日用品の貸し借りをする本当に仲がいい」「日常的に立ち話する程度」

「あいさつ程度」「付き合いはまったくない」っていう４項目で、コンサのボランティアの方

は２番目、全国調査では２８．６％。３５％ですから７％以上高いスコアがでてると。です

からどうもやっぱり、非常にご近所付き合い多いのかなと。それから今度は付き合って

る人数を聞いてます。そうしますと、おおむね５人から１９人の所に５７．６１％、４３人の

方が答えてらっしゃいます。ところが全国では実はスコアが高いのはおおむね４人以

下。ですからお付き合いをされてる人数も多いという結果が出てます。それから友人知

人とのお付き合いはどうですかというふうに聞きました。おおむねこの辺りに集中はして

るんですが約３３％、それから４６％弱。それに対し全国調査は２８．６０、３９．３３という

具合に、やはりコンサの方のほうがお友達お知り合いとのお付き合いは多いような、そ

んな印象であります。これをまとめますとＣＶＳの方は地域だとかお友達だとか知り合い
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とのお付き合いが非常に活発だなと。これが言えると思います。次に、地域でどんな活

動をされてますかっていうふうに聞いてます。最初に自治会だとか町内会だとか婦人会

だとか老人会、いわゆるオフィシャルなお付き合いをどうされてますかと。これにつきま

しては実は、おおむね同じスコアが出てます。全国とＣＶＳの皆さんでは大きな差はな

いという結果になってます。もう一点、スポーツだとか趣味だとか娯楽、こんな活動をさ

れていますかというふうに聞いてます。そうしますとＣＶＳの方は５６．８２％の方が「は

い」と答えて、全国は逆に約８割の人が「いいえ」と答えてる。ですから全国と比較しま

すとコンサドーレの方はやっぱり非常に活発。もちろんそうですよね、家を空けて応援

に行っちゃうわけですから。試合当日、朝の６時くらいから並んで酒盛りしてるという。そ

の節は本当にお世話になりましてありがとうございます。ご挨拶廻りに行った時にビー

ルの差し入れを頂いたりお菓子を頂いたり、暑い時にはお茶を頂いたり、本当にありが

とうございました。次、ボランティアだとかＮＰＯだとか、市民活動に参加してますかって

いうこと聞いてます。「はい」と答えた方が５７人、６４．０４％。全国では１２．５３％の人

が「はい」と答えております。ですから９割弱の方は、あまりボランティアだとかＮＰＯだと

か市民活動には参加されてない。ところがそのボランティアの方で、そういった活動に

は参加してませんって答えた方がいるんです。実はこれはボランティアの現場で聞いて

るんです。（会場笑い）これが本当におかしくて、コンサドーレのボランティアの方はボラ

ンティアをボランティアだと思ってないんですよ。本当に変な人たちなんです、というの

が私の結論でございまして。何ていうんでしょうね、好きで好きでしょうがないんでしょう

ね。その行動の現われがこの結果なんだろう、そんなふうに思ってます。それから投票

行動。２００７年の参議院選挙に参加したかどうかということ聞いてます。実に９３．４８％

の方が投票したと答えてます。全国では６８．１０％。本当にそういう意味では高い社会

参加をされてる。これから選挙があったら投票に行きますかってこと聞きました。そうしま

したら必ず投票に行くって方が７５人、８０％です。全国で言いますとむしろ８割の方

が、６割の方がこの辺にいらっしゃる。そういうふうに考えるとＣＶＳの皆さんは社会参加

が非常に高いんだと。町内会活動だとかボランティアだとか、特に自分の意思表示をす

る投票行動での参加が非常に高いということが言えるんだろう。ですからただのお人好

しじゃない、ただのボランティアじゃないと、そんなふうに見て頂くとよろしいのかなと思

います。それから先程申し上げた信頼ということで聞いてます。ここで言う信頼は一般

論として信頼できるかどうかということ。そうしますとなんとこれが、ＣＶＳの方は。これは

１番から９番までに別けて度合いを聞いてるんです。１番は殆んどの人が信頼できるん

だ、９番は注意するに越したことはない。どちらかっていうと信頼出来きる方にウエイト

がある。ところが全国は逆に注意するに越したことはないという方にウエイトがあるという

ことなんです。このぐらい差がでてきてるっていうふうに見て頂きたいと思います。今度

はネット上の相談相手。先程も話が出てましたけども、ネット上の相談相手は信用でき

ますかと。大いに頼りになる、ある程度頼りになる、あまり頼りにならない、全く頼りに出
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来ない、どちらとも言えないという５つの回答用意しました。そうしましたら半分以上の方

が全く頼りに出来ないというふうに答えています。全国ではある程度頼りになる、あまり

頼りに出来ないという、この辺が多くなってまして。意外とネット上の相談相手は信用さ

れてないんだな、むしろ実際に顔を合わせて信頼関係を作るということを大事にされて

るのかな、そんなような印象を持ってます。それから親戚関係。信用できますか、頼りに

なりますかっていうふうに聞いてます。どちらかっていうとやっぱり頼りになる、ある程度

頼りになる、あーこれはもう一つ上の方がよかったですね。１番２番、頼りになるという回

答がＣＶＳの皆さんでは多かった。全国ではどちらかというとちょっと下目かなという感じ

の結果がでてます。それから友人知人について聞いてます。これも頼りになるかどうか

全く同じ質問内容です。そうしますと、ある程度頼りになるんだというふうにＣＶＳの皆さ

んは答えてるんですが、実は全国ではこれもどちらかっていうとやや下目に答えは出て

る。ですからＣＶＳの皆さんってのは、人に対する信頼度が非常に高い方たち、そういう

集団だろう、但し顔を合わせたことがないネットの相談相手に対しては厳しい評価をし

ている。要するにただのお人好しじゃないんだよと。ですから１０億でチーム作ろうなん

て話が出てきちゃうんですね。あれは本当に感動しましたね、私は。京都では絶対に考

えられないですね。だって京都は稲盛さんが１２５億出したのに未だに強くならないと怒

ってるんですから。６億５千万ですよ、胸のマークで。但し署名が３万人来たんだそうで

す。それで１万人も入らないと怒ってるんですよ。それで私は札幌は３０万人ですよ、そ

れで１万人ですから、その計算で行くとよっぽど入ってんじゃないすかっていうふうに申

し上げました。やっぱり札幌っていいですねっていうのが正直な所ですね。そんなバカ

話をしながら整理をさせて頂きますと、要するに信頼ってのはやっぱり種類があり、戦

略的な信頼と道徳的な信頼がある。戦略的な信頼は相手に何かしてあげると見返りが

あるというような、そんなことを考えて相手を信頼するんだと。道徳的信頼は、人は信頼

できるんだってことを前提にお付き合いをしていくという考え方。これは実は子供の時

の教育が非常に大きな影響与えるということなんです。家庭で地域でしっかり育てられ

た子供は人を信頼する、そんなふうに考えて頂くとよろしいのかなと思います。先程宗

教の話が出てましたが、特定化信頼っていうのはまさに宗教でございまして、コンサド

ーレの皆さんはむしろこっちに当てはまるんじゃないのかなという気すらします。いわゆ

るキリスト教原理主義、同じ宗派の中での絆がどんどん強くなる。これはあまり日本では

報道されてなかったんですけども、海外のメディアで随分報道されてたんですが、阪神

大震災の時に一番最初に炊き出しをやったの山口組なんです。自宅の風呂も提供した

んです。でも復興の時の区画整理の時に。それは報道されたんですが。同じ信頼でも

やっぱりこういう信頼、あまりよろしくないんじゃないか。ですから憎き浦和レッズが来た

ときも暖かく迎えてやろうじゃないかと、こんなふうに理解して頂くとよろしいのかなと思

います。いずれにしましても、これからの政策決定に重要なのはやっぱり道徳的な信頼

というふうに覚えておいて頂くとよろしいかなと思います。それで実はこれでいじめられ
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まして。ボランティアをやるから信頼関係が深まるのか、信頼関係が深まるからボランテ

ィアをやるのか、はたまたそれにスポーツはどんな影響力持ってるんだというとこが徹底

的にいじめられまして。これは正直言ってわかんないですね。スポーツが触媒になって

るってことは間違いないんですが、スポーツが信頼関係を促進するかっていうと必ずし

もそういうふうにはならないんだろう。ただ間違いなく言えることはチームスポーツ、これ

は信頼関係がなかったら絶対に進められない。先程クロスが上がる上がんない、決定

力があるない、極端に言えばここにこいつが来るに違いないと蹴るわけで、こっちの人

はそこに頭を持ってくわけです。ほんでズドーンと一発決まる。間違いなく信頼関係を

作るという要素はあるんですが、じゃあボランティアの皆さんのような信頼関係が出来る

かどうか。ちょっと難しいのかなと。今のところ、答えにしてます。いずれにしても若い時

の経験が非常に重要だということなんです。そんな意味から行くと、ボランティアの見学

会なんかをやって若い人をどんどん仲間に入れていくっていうのは非常に正しいやり

方で、本間のパパなんかがじっと座って見てる、若い子が何かトラブルがあるとやっと

出て行くような、そんな育て方も必要なんだろうな。リーダーは若い人、年寄りは相談に

のる、そんな関係が理想的なのかなというような気がしております。ということで今までの

お話をちょっと整理させて頂きますと、ソーシャル・キャピタルには結合型と橋渡し型が

ある。こちら（結合型）は労働組合だとか民族の問題であるとか、非常に内部思考に行

く。橋渡し型は環境団体であるとか、知らない人に相槌を打つとか、いわゆる外に向か

っていく関係というふうに見ていただいたらいいと思います。ソーシャル・キャピタルは

日本語にしますと社会資本になっちゃうんですよ。橋だとか道路だとかインフラを社会

資本と日本で一般的に言いますんで、ソーシャル・キャピタルという言葉をそのまま使

わせて頂いてます。日本語で使う時には社会関係資本という言い方をされてるようで

す。この結束型と橋渡し型はそれぞれ定量的に存在するわけじゃなくて、やっぱり割合

なんだろう。例えば、マフィアの皆さんってはみんなで結束して、血の結束ですよね、言

って見れば。野球もそうです。野球って団体、非常に面白くてですね、プロ野球はプロ

野球、大学は大学、高校は高校、全部縦型の組織。それでオリンピックに出なきゃいけ

ないんで、統一団体を作んなきゃいけないってやっと統一団体が出来たという。そこ行

きますとサッカー協会は、批判もいろいろありますけれども、プロから子供までみんな同

じ組織でやっている。ＣＶＳの皆さんは、この辺りなのかな。一般のボランティアの方は

もうちょっとこちらにくるのかな。多分コンサドーレのボランティアのような体験をして、と

ってもいい気持ちになって、さらに一般のボランティアに進んでいく。そんなような形態

をとるのかなというふうに内心では思っております。特にコンサドーレボランティアの皆さ

んの特徴ということで申し上げると、先程申し上げたとおり年齢性別が全部違うんです

ね。その中でルールが出来上がってネットワークが出来て、信頼関係が出来上がって、

終わった後、「どう？飲み会？」みたいな組織を作りながらやっていって、地域のソーシ

ャル・キャピタルを作る主体になっていくんじゃないのかな。そんなふうに考えておりま
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す。ですから非常に重要な要素になっている。これはプロ野球では絶対出来ない組織

です。それで自由意見を聞いたんです。当日御一人御一人に聞きましたら、いろんな

人と友達になるのが楽しいとおっしゃってんですね。もう一つは経営的にＨＦＣの手助

けになるってことをおっしゃってます。これは極端に言えば１人８０００円のアルバイト代

で計算すれば、２５試合ですか６試合ですか、そうしますと数千万の金額になりますん

で、間違いなく何がしかの。もっと申し上げるんだったら、実は私はお金がなくて持株会

の株が買えないんで手伝いにきましたって方もいらっしゃいました。さらに申し上げる

と、私は試合は一切見ません、ボランティアのためにボランティアをやってますっていう

方もいらっしゃいました。いろんな方がこの中で同じ仕事をしてらっしゃるっていうことが

やはり一番価値のあることなのかなと思ってます。で、聞きました。「楽しかったこと、何

ですか？」。『お客さんにご苦労様と声をかけられた時が嬉しかった』『勝った時に知ら

ない人と抱き合って喜ぶ、これがもう快感である』。３万２千人入りましたから多分今まで

で一番苦労が多かったんじゃないかと思います。『今季最大の入場者数で混乱をして

充分にお客さんに対応できなかった』『自分自身に不甲斐なさを感じた』。自分自身の

反省に持ってってんです。これは全く違うところですよね、他の団体と。この辺がやはり

コンサドーレのボランティアの皆さんの本質であるのかな。ですから今日のお話のような

１０億円でチームを買おうなんて話にもなるんだろう。これ絶対ないですよ、他のチーム

では。また講義のネタが出来たと思って非常に嬉しく思っております。それでファンとサ

ポーターとボランティアの関係、それとＨＦＣ事業の関係ということで見てみます。会社

運営ってのはＨＦＣの専管事項ですね。もちろん試合運営もそうです。いわゆる一般観

戦者、ファンというのはやはり試合を見て楽しい人。サポーターは試合を一緒に作る

人。僕なんかも最近はもう全く声もでなくなって、疲れるんで後ろの方に座ってますけど

も、２時間ずーっと立ちっぱなし歌いっぱなしで応援してるんですから、まさに試合の演

出そのものと言ってよろしいんじゃないかと思ってます。ボランティアスッタフの皆さんは

さらに進んで会社経営にまで入り込んでいる。言ってみればサッカーはいろんな人たち

が絡み合って作り上げてる文化だというふうに言えるだろうと思います。今言われてま

すのは、社会が変化しますよ、人間の活動が脱・経済化していく、文化だとか趣味だと

か働き甲斐など、社会的な要因が重要な要素になってくると言われてるんです。団塊

が一挙に退職しましたんで、元気なおじいちゃんいっぱい増えてます。ずっとマーケテ

ィングやってましたんでこの辺が一つマーケットとしてはあるんですが、社会を動かす一

つのファクターになることは間違いないだろう。それともう一つ、地域主権なんて今盛ん

に言われてますよね。やっぱり地域の自主性が大事になってくる。そうなってくるとＮＰ

Ｏだとかボランティア団体だとか、この辺の活動が非常に重要になってくる。これに対し

て政策的な支援をしましょうというのが今の行政の一般的な考え方というふうにご理解

頂くとよろしいのかなと思います。実際お金もなくなってます。はっきり申し上げればもう

どんどんボランティアに任せたいのが行政の本音でありましょうし、むしろどんどん受け
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ても構わないだろうというふうに私は考えてます。これはデューク大学のリースという方

がフィランソロフィーとリンデスっていうのを仕分けした表なんですが、要するにフィラン

ソロフィーというのは善意を実現する。それから社会的企業いわゆるＮＰＯ、善意に基

づいた利潤を作る。商業っていうのは要するにお金儲けそのものです。従ってここでは

市場原理を使うんです。竹中小泉流でＯＫなんです。ところがここの分野とここの分野

はダメなんですよ。そこの所が非常にゴチャゴチャに議論されてるのは今の一番問題だ

ろうと私自身は考えてます。それでフィランソロフィーでは社会的な価値を作り出す、リ

ンデスでは経済的な価値を作り出す。丁度その中間地帯、この辺がいわゆる公益だと

か公共だとかという議論になっていくんだろうと思うんですが、じゃあこれを動機付ける

ものは何なんですかって考えた時に、いわゆる内発的な動機付き、自分自身の中から

動機付けを見つけるのか、外発的な動機付け、いわゆるインセンティブ。給料を貰うと

か名誉を貰うとか、外から動機付けられる。リンデスの場合には外発的な動機付けが人

を動かすための要素になっているわけです。先程の３倍給料を貰ったら移ります。だか

らこれはまさにビジネスの論理。ところが社会的な価値を作るため、金だけじゃないわけ

ですよね。ハートが最も重要になってくる。そんなことを考えると、例えば今やってる札

幌雪祭りなんてまさにここ。かつてはここだったんです。市民の皆さんが雪に閉ざされ

て外に出ることがないから、雪像でも作ってみんなで汗かこうよって話です、だからここ

からスタートしました。でもそれがビジネスになるということで今ここにあるんです。ここに

実は６８００万、市から補助金出てます。ビジネスに対しても補助金が出てるんです。だ

からコンサドーレに対して、むしろ補助金があるって別に不思議でも何でもないというふ

うに思って頂きゃいいんです。もっとびっくりするのは長谷川岳くんが始めたＹＯＳＡＫ

ＯＩソーラン、同じく２００万人くらいを集めて２００億円弱くらい経済効果出してますけど

も、市からの補助金が２７０万。その２７０万は大通公園の芝生の養生代に緑化協会か

何かに払うんです。基本的には市としてはただで使っていいよというＯＫを与えてる。彼

らはビジネスの手法を使ってお金を集めて、実は踊りたい人たちが集まってやっている

んです。じゃあコンサドーレはどうなんだろうと。皆さんの考えるこの辺ですね。今日伺

った感じでは、単純なビジネスでやっぱり割り切れない部分があるんだろう。野球なん

かまさにここ。日ハムなんて完全にそうですね。儲けるためにどうするかって発想。だか

ら極めて単純でわかりやすい。どうもコンサの場合には儲けだけじゃなく、本当に。みん

なでやはり楽しいですよね。勝った時に抱き合ってわいわい騒ぐ気持ちは何とも言えな

いですよね。それともっと感じたのは、アウェイの試合に行くようになって。冷静に考え

たら観光協会の会長だって、あれだけ「サッポロ、サッポロ」って言いません、（会場笑

い）本当に。雪の女王のおねーちゃん連れてって、ビラ配りやってます。で、コンサのサ

ポーター。自費で敵地まで乗り込んで、少ない集団で負けても泣きながら「サッポロ、サ

ッポロ」って叫んでる人って、というのが私の感想であります。公益という部分で申し上

げますと、近鉄の問題の時にメディアでプロ野球の公共性ってことが非常に話題になっ
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たんです。プロ野球協約にも公共性があるんだということが書いてあった。ところが昨年

野球協約など改訂になり、そこから公共性が消えました。ですから野球はあくまでもビ

ジネスを目指している、サッカーとやっぱり違う文化、そんなふうにご理解いただくとよ

ろしいのかな。しかもカルテル構造ですから。サッカーの場合は残念ながら、実はここ

で競争をやってるんですね。１０億にするか３億にするか、はっきり言って全然違う。本

当に我が札幌はすばらしいってのが感想。同志社の大学院でスポーツ経営論の講座

を持ってまして、その中で講義した資料から抜粋して持ってきてます。この星のついて

るのはＪリーグの発足時のチーム。みんな資本金なんか無いんですよ。だって松下の子

会社ですから、言ってみれば京セラの子会社ですから。ところがあんな大きいんです。

これは実は市民クラブが持ってるんですよ、京都は。それでいろんな資本が入ってる。

堀場さんだとかオムロンだとか、もういろんな会社の資本が入っている、スポンサーもす

ごい。京都の試合行って一番羨ましいのはとにかくいろんなスポンサーがあること。銀

行から何からもうズラズラズラーと大手がみんな並んでますから。札幌帰って来て寂し

いのはその辺かな。資本と経営とははっきり言って関係ないスポーツの場合には、そん

なふうに理解して頂いたらよろしいと思います。ただ市民クラブを名乗って金を集めな

きゃいけないところってどうしても資本金は多少多くなるかな。我々フルセット型と非フ

ルセット型って分け方をするんです。企業系のクラブはオーナーでありスポンサーであ

りクラブマネージャー、人・金・物、全部この会社から出てくるんです。これも社長のご説

明のあった通り。ところが市民クラブ系はスポンサーもオーナーも違う。そっから金が出

たり人が出たり知恵が出たり、さらにリーグが知恵を貸したり。場合によって今回は貸付

金まで出ました。そんな構造なってる。言ってみればガンバ大阪です、これは。こっち

は水戸ホーリーホックです、完全に。そのぐらい差がある。それは構造の差で、これはこ

こに掛かってって勝つというのは一つの醍醐味でもありましょうし、それが多分阪神ファ

ンを支えた動機ではないかなと思うんです。でも勝ちたいですね、というのが本音でご

ざいます。講義なんかでこんな形で説明をしてます。プロの構造ってのはこんなふうに

なってますよ、主にはその割合で決まるんだ。プロ野球は完全に向こう側、ですから完

全に企業の論理で動いてます。市民クラブ系はいろんな方が入ってますからそう簡単

には決まらない。決まらないのは実は皆さんから見ると決定が遅いと見えるということな

んです。民主的な手続きを踏めば踏むほど時間が掛かる。その辺のご理解は是非して

あげて頂きたいなと、そんな気がします。先程の入場料収入です。もう浦和の１人勝ち

です、これは。新潟がこの辺にいます。札幌、頑張ってます、と私は思います。それから

広告料収入です。浦和から山形まで完全に一直線で、直線がひけるぐらいの角度にな

ってる、このぐらいの差があるってことなんです。ここ山形、水戸、岐阜、愛媛、熊本、草

津、鳥栖、徳島、まあ徳島の場合は大塚製薬さんがなんとかするでしょうけども、そうい

うことになってます。もっとびっくりするのが、この辺に東京ヴェルディがあるってことな

んです。今度Ｊの配分金なんですが、これもやっぱりガンバが優勝したりしてますからい
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っぱい持ってってる。いずれにしてもＪ１Ｊ２で多少でこでこしてんのかなって感じです

ね。多分ここで１億くらいの差があるんだろうとＪ１Ｊ２で見当つけてますけれども、こんな

配分金になっております。それからここがその他で、グッズなんかが入っております。年

末に発見したんですが、札幌大学でスポーツマネジメントを教えてらっしゃる小寺さん

が「コンサドーレはもっと頑張らねばいかん。なんとならばグッズでまだまだ売上を増や

す余地があるんだ」ということをブログで書いてらっしゃいます。ところが自分自身の経

験で行きますと在庫倒産するんじゃないかってことで、在庫を整理したのは私でござい

まして、丸井から出向した高杉君と相談。１億６千万位売上があったんですが、２割そ

の当時売上利益がありましたんで３千数百万は儲かる。ところが人が４人かかってる。そ

の他に在庫が８千万あった。ということはキャッシュフローはないんですよ。やっぱり直

接やるのはもう止めようということで、整理をしたというのがいきさつであります。ただ構

造的に他のチームと違うのはスポンサー料の見返りで販売権持ってます。売上持って

って多いじゃないかということがあるんですが、ファンクラブのブースなんかも借りてます

から、取り過ぎとも言えないかなという気もしております。いずれにしましても、グッズな

んかやはりもうちょっと工夫の余地があるんじゃないかなというふうに私自身は考えてま

す。いずれにしましても全体だとやっぱこの辺の位置、セレッソ大阪の下辺りになりま

す。で、グラフにしたもの。なかなかこんなきれいなグラフは書けないんです。総収入の

内の人件費がどの位の割合か、もう直線で書けちゃうんです。浦和があそこにあって、

コンサがこの辺にいる。先程言ったＪ１Ｊ２うろうろしているって、大体この辺なんですね。

データで見るとやはりこの辺がはっきり出てるということで説明すると大体皆さん納得さ

れます。ガンバであればやはり１３億、松下から出てるそうです。１３億ってうちの予算で

しょ。それが１社で出ちゃうんだから勝てる訳ないんだよって。でも勝つことがあるから

止められないですね。それから一般管理費。やはり非常に節約をしてるかなというふう

に思います。先程も人件費を削ってなんて話もありましたが、会社としては非常に努力

をされてる。この辺は是非見てあげていただきたいなというふうに思います。それで一

般管理費をベースにしてどうなんだろうかと。ちょっとわかりにくくて申し訳ないんです

が、一般管理費を分母にして広告費どのぐらい稼いでくるか。実はコンサドーレは２．２

倍ぐらい稼いできてるんです。入場料は上から４つ目、１．９倍くらい稼いできてる。これ

で行くと入場料はダントツ浦和ですね。ここにまた浦和が出てきてます。そんなふうに見

て頂くと、決して頑張ってないわけじゃないんだということなんです、コンサドーレは。そ

んな意味では与えられた環境の中でいろいろ頑張っていただいてる。ただやっぱり一

線を超える資金がどうしてもない。一線を超えられてもそれを維持できない。これは先

程ご提案のあった話の中身と一致するのかな。これをグラフにしました。そうしますと浦

和がダントツで、仙台がやっぱりそこそこ頑張ってるんですよ。少ない予算で頑張って

いる。２５％仙台市の資本が入ってます。それから大分、札幌、千葉。頑張ってる所が

実は昇格降格をやってるということを見ていただくためにこういう分析をしたということな
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んです。それで社長としてはやっぱり腹を決めなきゃいけないってことなんです。どっか

ら行くか、市場を大きくするのか、収入を増やすのか、経営を安定するのか。タダで客

呼んだって固定費かかるんですよ。タダ券配って人呼んでタダだと思ったら大間違い

で、券作ったり後の掃除もしなきゃいけないですからただの人に金かけたってしょうがな

いでしょ、というのが私なんかの発想だったんです。それで券に印をつけて必ず回収を

して、ボランティアの皆さんにチェックをして頂いてたんです。この団体に配ったのは３

割回収できる、この団体に配ったのは２割しか回収できないってチェックをしておりまし

た。間違いなく言えるのは、選手が行ってイベントをやって直接手渡した券って、非常

に戻りがいいです。そんなことがひとつヒントになるのかなという気がしますね。ただばら

ばら配るのは如何なもんかなという気がしてます。五段階計画はとにかく強くなる、強く

するっていう所からスタートするってこと決めたんです。その結果市場が大きくなって、

収入が増えて、安定して、さらに強化が出来るというサイクルを作ろうと。新潟はここから

始めたわけですね。何処から始めるかということが一番重要なポイント、それをサポータ

ーの皆さんが理解してしっかり辛抱できるかどうか。私の時にずっと申し上げてたのは

「一に辛抱二に忍耐、三四がなくて五に我慢」。並びのサポーターの皆さんがすっかり

それを覚えまして、言おうとしたら先に言って頂くというくらい定着したとは思ってるんで

すが、やはり強くなる強くするっていう所からスタートしてどんどんどんどん市場を大きく

していく。これはもう１人では出来ません。皆さんで会社を支えなきゃいけないですし、

行政の方にも支えて頂かなきゃならない。本当に腹を決めてしっかりやっていく。その

ためには理念だとかミッションだとかビジョンだとか哲学だとか、共通のものが必要だと

いうことなんです。皆でここ行くんだ、Ｊ１に行くんだでもいいんですよ。日本一になるん

だ、そんなものをしっかり持って進んでいくってことが非常に重要なんだろうなと。イェ

ール大学のジアマッティが言っているんですが『ある社会の状況や価値観については、

どのような仕事に精を出しているかを研究するよりも、どんなふうに遊んでいるか』。皆さ

ん遊んでますよね、コンサドーレをネタにしてときどき泣きながら。『どんなふうに遊んで

いるか、自由時間を使っているか、あるいは余暇を過ごしているか、これを調べた方が

たくさんのことがわかる』というふうに言っております。こらからもコンサドーレをネタにし

てどんどん遊んで頂ければありがたい。京都から一生懸命応援しておりますんで、これ

からも是非頑張ってください。ありがとうございました。３月５日にニューミュンヘンで４０

００円会費で決起集会をやります。鳥栖に行かれる途中で立ち寄りたい方はどうぞ、こう

いうご案内になっておりますんでよろしくお願いします。ありがとうございました。

司会：どうもありがとうございました。面白い話だったと思います。こういう着眼点で見てみる

のも面白いのかなと。先程の南郷さんの話とも一部共通するのがありましたので、南郷

さんに先にしゃべって頂きましたけども、やっぱり認めたくはないですが、お金たくさん

持ってるチームは強い傾向はあるみたいですね。ただ、たくさんお金を持ってるから必



- 50 -

ず勝てるわけではないので、弱小チームで人数が少なくて予算も少ないチームが大き

いチームに勝てるからこれ面白いんだと思いますね。その辺がサッカーの魅力なのか

なというふうに思います。だた先程も言いましたように、大きなスポンサーをドカンと、例

えば名古屋であったり鹿島であったりガンバであったりというような、メインスポンサーが

ドンと構えているところとはまたうちのチームは違う。筆頭スポンサーがサポーターみた

いな状態になってますので。もし本当にチームに何かがあれば支えなきゃいけないとい

う覚悟をサポーターは持ってなきゃいけないっていうのも事実なのかもわかんないで

す。そういった意味で南郷さんの資料と今のご説明は、我々には将来何かがあった時

にはそれなりの覚悟を示さなきゃいけないんだなと教えていただいたのかなというふう

に感じました。はい、それではここからサポーター同士の、何か問題提起があったらそ

れについてのお話をさせて頂く時間。サポーターの応援ですとか、入場待機列ですと

か何かで提案がという方はご発言をして頂いて結構です。はい、どうぞ。ワイヤレスを運

んであげてもらえますか。

挙手者：長く続けて聞く気なかったんですけども、南郷さんのお話聞いていろいろ資料あり

がとうございました。若干だけ補足させてください、申し訳ございません。南郷さんの持

ってた資料にある、裏面ですかね、２００６年から２００８年までの興行収入とか。合計で

例えば２００８年の所だと、これが千円でしたかね、千円ですから１６億１８７５万円収入

がある内に、サポーターからの収入が７億５９９８万５０００円しかないと聞きましたけど

も、これ、参考までに言いますと、この年増資してまして、持株会が１億２０００万出資し

てるんですよね。この増資っていうのもいろいろ考え方があると思いますけども、多分出

資した人は寄付金だと思っているんですよね、僕の見た感じだと。ですからこれ実は半

分以上達するんですよ。総収入が１６億円ある内の８億７０００万円くらい。このぐらいサ

ポーターが実はお金出してるんですよね。南郷さんが、半分ぐらいしか出してないから

サポーターがチームについて語れないんだと、酒場のネタに出来ないんだと、サポータ

ーのお金でチームを支えられないんだと。まあ確かにそうですけど半分程度では。他の

クラブはもっとサポーターがお金出す率っていうのは少ないんです。で、参考までに申

し上げますけども、アルビレックス新潟とか大変観客動員数高いですけども、実はここ

数年減ってきてます。新聞報道等でお解りと思いますけども、新潟のＧＫなんか大宮の

方に移籍したりしてます。これも恐らく間違いなくそうだと思うますけど、お金が足りない

んですよね。新潟さんも苦しんでるんです。司会者の方もお金がたくさんあれば勝てる

とは限らないと、お金のないチームがお金のあるチームに対して勝つのが醍醐味だと。

一面ではそりゃその通りで爽快感あるんですけど。金かかった例えば去年までの東京

ヴェルディみたいなチームがああいうふうになるのはちょっと僕も思う気持ちはあります

けども、お金がたくさんあれば現実的には勝てる可能性が高いというのも一応事実で

す。この解決策が南郷さん自身わからないと言いますけど、僕も実は正直言うとわかり
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ません。ヴィッセル神戸というチームがありまして三木谷さんという方が実は営業譲渡で

とりましたけども、あれぐらいの会社があればいいんですけども、今ちょっと世界的な不

況ですし、サッカー界の人気っていうのがどうも下がっているようなんですよね。ですか

ら大企業がとって頂いて。まあ親会社になるのはいいんですけど、特にＪ１の常勝チー

ム、上位チームなんていうのは、殆んど子会社に対して損失補てんをやってるんですよ

ね。１０億とか何億とか上限額を決めて。これは親会社が利益を出してるから。お金を

出すと法人税がかかります、半分近く。税金で持っていかれるんですがその分を損金

計上されますんで、あんまり損にならないと。どうせ利益出しても税金で持っていかれぐ

らいだったら地域貢献。ということでサッカーチームにお金を出そう。これはプロ野球も

サッカーも同じだと思います。そういう形でなっているという状況があると思います。僕と

しては実は損失補てんしてくれるような会社、実はヴィッセル神戸については楽天グル

ープとかクレムゾングループじゃなくて三木谷さん個人なんですけども。だからユース

の寮に三木谷ハウスなんて名前つけてるんですよね。そこの管理人が村野さんといっ

てこないだまで札幌のＧＭをやってた方なんですけども、まあそれはどうでもいい話な

んですが。そういうふうに補填してくれる人がいたらいいんですけども、なかなか見つか

らないとしたら、補填してくれなくても親会社とかね、そういうふうにしないとなかなか意

思決定が難しいかなとは思います。矢萩社長一生懸命頑張ってるなと今日思ったんで

すけども、皆さん確かにチームを支えなきゃいけないって斎藤さんいろいろ一生懸命お

話されてますけど、覚悟を持ってなきゃいけないっていうのはその通りだと僕も思いま

す。ただその考え方は皆さんいろいろバラバラだと思いますんで。本質的に言います

と、損失補てんとかしてくれなくても結構ですけども、社長さんが指導力を発揮しやす

いような会社作りを進めたらどうかなと個人的には思います。どうもすいません、サポー

ター間のお話合いで。

司会：はい、ありがとうございます。他にサポーター同士で何か。応援ですとか、去年のトラ

ブルがあったとか、改善したいとか、今年はこういう応援をしたらどうだとか、何かそうい

うご提案がありましたら。特にありませんか。別になくて結構なんですよ。問題がたくさん

ある方が逆にちょっとどうかなと思うくらい。とりあえず今若手が徐々に育ってきて、今年

辺りはもっと勝てるチームになるのかなと皆んな期待を持ってて、特に不満がなくて問

題がなければそれで終わりと。年間５勝しか出来ない時代から見たらはるかに今は安定

してると思いますんで、そういった部分で。年間５回しか勝てなくても毎試合応援に行く

サポーターってなんてすばらしいんだろうと思ったんですけどね、自分で自分を褒めて

やりたいと皆さん思ってたんじゃないでしょうかね。特にないですか。１時間くらい予定

速いっすけども、そんなに香港戦が見たいんでしたら、とっとと帰ったら？みたいな。じ

ゃあ最後は高谷さん、コンサドーレコールで締めてください。あっ、はいじゃあその前に

社長からお話があります。静粛に。
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矢萩：最初の長々とした説明の後にサポーターの方からこういう資料を出して頂いて。これ

最初からあれば私の話も半分くらいで済んだのかなっていう状況なんですが、こういう

資料を出して頂いて非常にありがたいと思いました。それからその後松野さんの講演の

中でも、まあコンサドーレが日本のＪリーグにおいてどういう立場にあるかということにつ

いてはある程度ご理解頂けたのかなというふうに思ってます。ただお金っていうのは天

から降ってくるわけじゃありませんので、我々ＨＦＣの経営者はコンサドーレの経営を皆

さんから預かってるというふうに思ってますので。その中で現状の実力にそうした経営を

していかなきゃなんないという所はこれからも忘れずに続けていきたいと思います。ただ

南郷さんでしたっけ、出して頂いた１０億集めたいなっていう部分については個人的に

は激しく反応してます（会場笑い）。もちろんクラブとしてもスポンサーの件数を増やし

ていく、お客さんを増やしていく。そのためにスタジアム環境を整備したり、ファンサー

ビスを徹底したり、これからも気がついた所は何でもやっていきたいと思いますが、残念

ながらなかなかそれだけではお金が集まんない状況はありますのでいつかの時点で。

私はそこの判断に加わることは無いと思いますけれども、先程の計算式にあったように

お１人が３３３３３円くらいづつ３万人くらいで毎年１０億を捻出して、Ｊ１で優勝争いを続

けれるような時がいつぞやくればいいかなと。ただしここ２、３年中にはありませんので。

お金の話ばっかりして大変恐縮なんですが全体的に去年より縮小しますし、チームの

強化費も残念ながら縮小するっていうことはその通りなんですけれども、先程から出て

る親会社があるところ。豊田にしても日産にしても松下にしても日立にしても、車輌業

界、家電業界は一昨年から去年にかけてまだまだ数千億単位で赤字。我々も厳しいで

すけれども、親会社がある企業も数億単位で予算を縮小しながら今年のシーズンに向

かってる。それからすればうちは２億くらい減らすだけで済んでます。上の方は５億１０

億減らしてる所もあるということから考えれば相対的にうちの力は対抗できるような所ま

できてるのかなということも言えなくも無いというふうに思います。お金が少ないクラブで

はありますけれども強化部もいろいろ工夫しながら戦力を整えてきてる部分もあります

し、我々スタッフも少ない人数の中で１年間通してフルパワーを出していきますので。そ

の中でコンサドーレの特色と言えばやはりサポーターの皆さんに全てあるのかなという

ふうに思ってます。我々としては今年も充分にＪ１狙えるチームになると硬く信じておりま

すので、それに向けて是非今年も改めてご協力をよろしくお願いします、ありがとうござ

いました。

司会：では、高谷さん、前へお願いします。恒例となりましたコンサドーレコールで締めたい

と思います。

高谷さん：それじゃあ皆さん、お立ちください。今日は松野さんの話を聞いて、コンサドーレ
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サポーターであることにとっても誇りを感じました。その思いを今年１年またチームにぶ

つけて行こうと思います。それじゃあ皆さんよろしいですか。コンサドーレコール４回で

いきます。よろしくお願いします。コンサドーレ！

（会場全体）コンサドーレ！コンサドーレ！コンサドーレ！コンサドーレ！（会場拍手）

司会：どうもありがとうございました。お帰りの際はお気をつけてどうぞお帰りください。それと

机の中に忘れ物、昨年もありましたので、お忘れ物の無いように周りを確認してくださ

い。スタジアムではボランティアスタッフには必ずお疲れ様、ご苦労様と声をかけましょ

う。

（１７：５０終了）

※お名前自体が判別できない方は「挙手者」の標記にさせていただいております。ご了承ください。


